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第 1 章： 

はじめに 


付属品を確認する 

下の付属品びあることを確認してください。 
• セットアップ用マイク 
- U モコン 

-単4形乾電池（動作確認用 ）X 2 
- AM ループアンテナ 
• FM アンテナ 
- iPod ケーブル 
-保証書 

-取扱説明書（本書） 


リモコンに電池を入れる 



^重要 

電池を誤って使用すると液漏れや破裂の危険び 
あります。次のを意を守って<ださい。 

-新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜ 
て使用しないでください。 

-乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケー 
スの表示どおりに正しく入れてください。 

-乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちの 
びあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使 
用しないで < ださい。 

-不要となった電池を廃棄する場合は、各地 
ち自治体の指示（条例）に従って処理して 
<ださい。 

-電池を直射日光の強いところや、炎天下の 
車内•ストーブの前などの高温の場所で使 
用-放置しないでください。電池の液漏れ、 
発熱、破裂、発乂の原因になります。また、 
電池の性能や寿命び低下することびありま 
す。 




(はじめに 


本機を設置ずる 

-本機を設置するとさは、必ず平らで安定し 
た面に設置して < ださい。 

次の場所には本機を設置しないでください。 

-テレビの上（映像び歪むことびあります） 

-カセットデッキまたは磁気を発する機器の近く 
(音声に悪影響を与えることびあります） 

-直接曰光の当たる場所 
-湿気のある場所 
-局温または低温の場尸斤 
-振動のある場所 
-ほこりの多い場所 

-台所など煙び出たり油を使用する場所 


設置にごいて 


放熱のため、本機の上に物を置いたり、巧 
やシートなどをかぶせた状態でのご使用は 
絶対におやめ<ださい。異常発熱により故 
障の原因となる場合びあります。 



A 注意 

本機を設置する場合には、壁から ] 日 cml；Lb 
の間隔をおいて<ださい。また、放熱をよ<す 
るために、他の機器との間は少し離して設置し 
てください。ラックなどに入れるとさには、本 
機の天面から6日 cml ； Lb 、 背面から]日 cm 
1^(上、側面から3日 Cml ； (上のすさまをあけて 
<ださい。内部に熱びこちり、乂災の原因とな 
ることびあります。 


60 cm 拟上離す 


本機 
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第2章： 

ホー ムシア ター ガイド 


ホームシアター乂 P 3 

ホームシアターとはソフトに収録された複数の 
音声を3本！;(上のスピーカーで再生し、ご家庭 
でサラウンド空間を作ることです。まるでコン 
ヴート会場や映画の場面の中にいるよラな臨場 
感をお楽しみいただくことびでさます。再生す 
るソフトの音声信号の種類や設置したスピー 
カー、本機のサラウンド設定などによっていろ 
いろなサラウンド効果を得ることびでさます。 

本機ではブルーレイディスクや DVD ソフトに 
記録されたドルビーデジタルや DTS などのマル 
チチャンネル音声を、スピーカーの状況に合わ 
せて自動で最適に再生します。また、ソフトび 
2 ch の場合でも、ドルビープ□□ジック ll ( x ) 
モードにすることでマルチチャンネルサラウン 
ド再生を行うことびできます。詳しくは「機器 
の再生」 （30 ページ）をご覽ください。 


サラウンド再生を楽しむ 

切下の手順のとおりに接続、設定を行ラだけで簡 
単にサラウンド再生を行ラことびでさます。設定 
についてはほとんどの場合、工場出荷時の設定の 
ままで再生でさるよラに設定されています。 

-機器の接続を行ラとさは、必ず電源を切り、 
電源コードをコンセントからおいてください。 

1テレビとブルーレイディスクプレーヤーまた 
は DVD プレーヤーを本機に接続する。 

サラウンド再生をするには、巳 D または DVD 
プレーヤーと本機をデジタル接続する必要びあ 
ります。詳しくは「テレビやブルーレイディス 
クプレーヤーまたは DVD プレーヤーを接続す 
る」 （13 ページ）をご覧ください。 


2 スピーカーの 設置と接続をする。 

「スピーカーを接続する」 （2 日ページ）をご覽 
になり、スピーカーを接続して<ださい。ス 
ピーカーの設置のしかたは音質に大さく影響し 
ますので、次の図のよラに最適な場所に設置し 
て < ださい。 



スピーカーち （ SBR ) 


成重要 

-サラウンドバックスピーカーを接続するには 
サラウンドバックスピーカー用のアンプび必 
要です。本機の PRE OUT SURROUND 
BACK 端テにアンプを接続し、そのアンプ 
とサラウンドバックスピーカーを接続しま 
す。詳しくは「サラウンドバックスピーカー 
を接続する」に]ぺージ）をご覽ください。 

3己 D / DVD プレーヤーやテレビ、サブウー 
ファーの電源を入れ、 本機の電源を入れる。 

テレビの映像入力を本機の出力映像び表示され 
るように設定します。このち法びわからない場 
合は、テレビの取扱説明書をご覧ください。 

4 Auto MCACC 設定でスピーカーシステム 
などのサラウンド設定を巧う。 

詳しくは 「Auto MCACC でサラウンドの自動 
設定をする」 （7 ページ）をご覧ください。 
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已 BD / DVD を再生して、本機の音量を調整 
する。 

IJ モコンの己 D ボタンを押して、本機の入力を 
BD / DVD にします。]表示部に巳 D / DVD と表 
示されていることを確認してください。 * 2 3 

本機ではいろいろな再生効果を選ぶことびでき 
ます。詳しくは「機器の再生」 （3 日ページ）を 
ご覧ください。 d また、より詳細な設定について 
は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （39 ページ）をご覧ください。 


Auto MCACC でサラウンドの自 
動設定をずる 

Auto MCACC (Multi Channel Acoustic 
Calibration System ) では、スピーカーの大 
ささや IJ スニングポジシヨンからの距離などを 
測定し、各スピーカーの出力遅延と出カレベル 
を調節します。また部屋の暗騒音まで考慮した 
視聴環境の周波数特性の測定を行い、スピー 
カーシステム全体の周波数バランスち調節しま 
す。設定はスピーカーから出力されるテスト 
I -ーンを付属のセットアップマイクで測定し、 
解析します。 

^重要 

- Auto MCACC 設定を行うと、それ(前に 
行ったスピーカーに関する設定は、すべて 
上書さされます。 

-入力び iPod/us 日のとさはシステムセット 
アップを行うことびでさません。 

• 付属のセットアップ用マイクを TV モニ 
ターの近くに置いて Auto MCACC 設定を 
行わないでください。 


d ミち意 

- Auto MCACC 設定では、テスト I ンび 
大音量で出力されます。 


1本機とテレビの電源を入れる。 

2フロントパネルの SETUP M に端子にマイ 
クを接続する。 

スピーカーとマイクの間に障害物びないことを 
確認してください。 



U スニングポジションにマイクを設置するとさ 
は、兰脚を使ってマイクを耳の高さにします。 
兰脚びないとさは、台や椅子などを使い、マイ 
クび耳の高さで水平になるよラにしてください。 


AV アンプ 

M I 


|Av アンプ I on/off ]_ テレビ]ント□—ル 
T 入力 I I の I 


000 

八與 ^ T^R 


0 

f ヤンネル 



◎ メモ 

1目 D / DVD プレーヤーの音声出力設定を 、 「Dolby Di 呂 itaU や 「 DTS 」、 「88.2 kHz /9 日 kHz PCM 」 音声信号び出力さ 
れるよラに設定します。詳し<はお手持ちの BD / DVD プレーヤーの取扱説明書をご確認<ださい。 

2 AUTO インジケーターび点打していることを確認してください。点灯していないときは AUTO/DIRECT ボタンを巧し 
て AUTO SURROUND モードを選択して<ださし、。 

3 BD / DVD プレーヤーや再生するソフトによっては2 ch のみの再生となることびあります。このようなとさにマルチ 
チャンネルで再生したいとさは STANDARD を巧してお好みのモードを選択してください。 （30 ページ） 
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3 U モコンの AV アンプボタンを巧してか 
6、設定ボタンを}甲す。 

テレビにシステムセットアップ画面び表示され 
ます。 

リモコンの t /4 V 古/叶 と巧定 ボタンを使って、 
操作項目を選びます。 

前の画面に戻るには、 戻る ボタンを押します。 

-システムセットアップを終了するには、 設定 
ボタンを押します cJ 

4 ♦/♦ ボタンで FAuto MCACCJ を選んで、 
巧定ボタンを巧す。2 



5自動測定び開始されます。 

-マイクび正しく接続されているかを確認し 
て < ださい。 

-サブウーファーを接続しているとさは、ヴ 
ブウーファーの電源を入れて音量を適度に 
上げておいて < ださい。 

6 Auto MCACC 設定び開始されます。 

スピーカーシステムの確認のためテスト I -ーン 
び出力され、測定中を示す画面になります。測 
定中はでさるだけ静かにしてください。 



-テスト!-ーンによる測定中は音量を調節し 
ないでください。正しく測定されないこと 
びあります。 

7スピーカーの有り無しを確認する。 

測定び終わると、スピーカー有り無しの判定の 
確認画面び表示されます。]日秒間何ち操作び 
ないときは自動で手順8へ進み 、 Auto 
MCACC 設定び再開されます。 

• Too much ambient noise とし)っにエラー 

表示び出たとさは、部屋を静かにしてから 
RETRY を選んでください。詳しくは 
「Auto MCACC 設定時におけるその他の問 
題」 （9 ページ）をご覧ください。 



スピーカー有り無しの判定については、下の 
表をご覧ください。 

スピーカー有り無し確認画面の見かた： 


有無 

スピーカ^^ 

接続している 

接続して 

いない 

規定外の 
接続 

Front 

フ□ント左ち 

YES 

ERR 

ERR 

G 百 nt 百广 

センター 

YES 

N0 

--- 

Suit 

サラウンド左ち 

YES 

N0 

ERR 

Surr.Back 
サラウンドバック 
左ち 

YESx2 

(2 つ接続） 

YESxl 

(1 つ接続） 

--- 

ERR 

gubwoof 百广 
サブウーファー 

YES 

N0 

--- 


因メモ 

1 • Auto MCACC 画面のまま3分間放置すると、画面にスク U —ンセーバー機能び働きますび、いずれかのボタンを巧 
すことで再び同じ画面を表示します。 

- Auto MCACC 設定を途中で中断したときは、それまでの測定内容は確定されません。 

-テレビを HDMI ケーブルのみで接続した場合、システムセットアップ画面は表示されません。システムセットアップ 
を行う際は、一般的なビデオコードまたはコンポーネントビデオケーブルで接続してください。 

2 MCACC SETUP M に端テに正しくマイクび接続されていないときは、 M に IN! と点滅表示します。 
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スピーカーの測定結果び間違っていたとさは 
t /4 ボタンでスピーカーを選んで和/-►ボタン 
で設定を変更します。 

エラー ( ERR ) び表示されたとさは、マイクや 
スピーカー接続に問題びあるかちしれません。 
「 ERR 」 表示には次のような種類びあります。 

- Front : ERR - フ□ントスピーカーの接続 
を確認してください。 

.Surr ： ERR -サラウンドスピーカーの接 
続を確認してください。 

- Surr.Back : ERR -ヴラウンドバックス 
ピーカーの接続を確認してください。 
「 RETRY 」 を選んで再測定しても同じエラーび 
表示されるとさは、電源を切ってからスピー 
カーの接続を確認してください。 

8 rOKJ と表示をせてか6巧定ボタンを巧す。 

スピーカー 出カ レベル、スピーカーまでの 距 
離、周波数特性の補正び開始され測定中を示す 
画面になります。 



-測定中は静かにしてください。この測定に 
は]〜3分程度かかります。 


9自動測定び終了するとシステムセットアッ 
プ画面に戻ります。 

Auto MCACC では自動で最適なサラウンド環境 
を設定しますび、システムセットアップから項 
目を選んで、各設定を手動で調整することちで 
さます。詳しくは4日ページをご覽ください。1 

Auto MCACC 設を時におけるその化 
の問題 

部屋の環境び Auto MCACC 設定に適していな 
い場合（騒音び大さい、壁の残響び大さい、ス 
ピーカーとマイクの間に障害物びあるなどの場 
合)、正しい測定結果を得られないことびあり 
ます。測定に影響を与える可能性のある機器 
(エアコン、 冷蔵庫、扇風機など）を確認し、 
必要に応じてそれらの電源を切ってください。 

フ□ントパネルの表示部にメッセージび表示さ 
れた場合は、その指示に従ってください。 

-旧型のテレビによっては、マイクでの測定 
に影響を与えるちのびあります。その場合 
は、 Auto MCACC 設定のときだけテレビ 
の電源を切って<ださい。 


因メモ 

1-スピーカーの大小判定について、コーンサイズ] 2 cm 程度の同じスピーカーを使っていてち、測定時の部屋の環境に 
よっては異なった判定をすることびあります。この場合は「聴感によるスピーカーの設定を行う (Manual SP 
Setup )」（40 ページ）で手動で設定を変更できます。 

-スピーカーまでの距離について、サブウーファーまでの距離び、 IJ スニングポジションから実際の距離よりも遠めに 
設定されることびあります。この設定は遅延ネ甫正や部屋の特徴を考慮に入れた正しい設定値のため、特に変更する必 
要はありません。 

-スピーカーまでの距離について、サラウンドバックスピーカーまでの距離び実際の距離と合わないことびあります。 
これはご使用のサラウンドバックチャンネル用アンプびデジタル処理を行うとさに発生します。この場合、接続した 
アンプをあらかじめアナ□グダイレクトなどのモードに設定してください。アナ□グダイレクトなどのモードびない 
場合は、ステレオモードに設定して<ださい。この状態で行なった距離補正は正し<行われていますので、特に設定 
値を変更する必要はありません。 
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ホームシアターガイド 


) 


位相を合わせて音の巧ち消し合い 
を防ぐ （PHASE CONTROL ) 

マルチチャンネル再生をする際、 LFE (超低域） 
信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブ 
ウーファーや他の最適なスピーカーに振り分け 
る処理びされます。しかし、この処理には原理 
上、位相びズレてしまう周波数（群遅延）び発 
生し、低域だけび遅れて聞こえたり他のチャン 
ネルとの干渉により低音の打ち消し合いび発生 
してしまうなどの問題びあります。本機では、 
PHASE CONTROL モードを日 N にすること 
で、原音に忠実な力強い低音を再現でさます。 
工場出荷時は日 N に設定されています。通常は 
日 N でのご使用をお勧めします cJ 
位相とは2つの音波の時間的関係を表していま 
す。2つの音波の山と山び合っている状態を位 
相び合っている、合っていない状態を位相びズ 
レていると言います。 


PHASE CONTROL OFF 


フ □ントス ピーカー 



崎))’''了\ 


音源 


寺)'' 




U スニング 
ポジション 


1 


サブウーファー 


タイミングび 
遅れて打ち消し 
合っている状態 


• U ズムびぼやけてはっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の1」ア1」テイびない 


PHASE CONTROL 



音源 



フ □ントス ピーカー 

部） 


邸 ）’''V 

サブウーファ- 


• U ズムびはつきりする 
• 低音の量感び失われない 
• 楽器の U ア U テイを感じる 


AV アンプ 入力。巧 入力おお 

1 ル 1 1 一* 1 1 1 1 ル 1 


1 1 

1 HDD 1 1 DVD 1 1 VCR | 表示 

1 1 1 1 吕 1 1 3 1 1_ ) 

1 の 1 1 ^*^11 1 1 の 1 

fiv 了ンプ 1 0N/OFF [ テレビコント □— J レ 
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「色 1 ICH+I 

— + ミツか仆 IX： 

「白 1 fcH-l 

_ 1シフト1 

1 i 

BD TV DVR 1 

00010 



• AV アンプを巧してか6 PHASE を巧して 
PHASE CONTROL モードを ON にする。 

ボタンを押すたびに、日 N と OFF び切り換わ 
ります。 


◎ メモ 

1•サブウーファー本体に PHASE 切換スイッチびついているときはプラス側 （0° 側）に設定してください。ただし、 

本機の PHASE CONTROL を ON にしても効まび分かりにくいときは、サブウーファーの固体差び考えられますの 
で、効まの大さい方を選んで<ださい。また効まびわかりに<いとさはサブウーファーの向さや場所をかしずつ変え 
てみることちお勧めします。 

-サブウーファー内蔵の LQwpass フィルタスイッチを OFF にしてください。 OFF にできないサブウーファーは高い 
カットオフ周波数に設定してくださし、。 

-スピーカーの距離を正しく設定しないと 、 PHASE CONTROL の効果び正しく出ない場合びあります。 

- MULTI IN 入力のとさや、 PURE DIRECT モードのとさは PHASE CONTROL モードを ON にすることびでさませ 
ん/。 






























第 3 章： 

接続 


接続コードについて 

コードやケーブルを本機の上や近くに置かない 
よラま意してください。コードやケーブルび本 
機の上に置かれていると、本機の電源装置から 
磁場び生じて、スピーカーから雑音び発生する 
ことびあります。 

A mm 

-機器の接続を行ラとさは、必ず電源を切り、 
電源コードをコンセントから抜いてください。 

-電源コードを抜くとさは、必ず本機の電源 
を切ってから抜いて < ださい。 

HDMI ケーブル 

デジタル信号でテレビや衛星チューナーと接続 
することびでさます。]本で映像信号と音声信 
号の両方を伝送します。デジタル信号をアナ □ 
グ変換しないため、鮮明で高品位な映像品質を 
楽しめます cJ 


H が I 



HDMI にごいて 

HDMKHigh-Definition Multimedia 
Interface ) とは]本のケーブルで映像と音声 
を受信するデジタル伝送規格です。ディスプ 
レイ接続技術の DVKDigital Visual 
Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器用に 
アレンジしたちのであり、高い帯域幅のデジ 
タル内容保護 ( HDCP ) を実現した次世代テレ 
ビ向けのインターフェース規格です。 

本機では、 HDMI 対応機器と HDMI 対応のフ 
ラットテレビなどを接続することで、圧縮さ 
れていないデジタル映像と音声 （ ドルビーデ 
ジタ J レ、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 または U 二 
ア PCM ) を]本のケーブルで伝送でさます。 

ドルビー TrueHD や DTS-HD Master 
Audio などの□スレスデジタル音声フオー 
マットにも対応しています。接続には HDMI 
ケーブルをお使いください。^ 

本機は HDMI 機器との接続を目的として設計 
されています。 DVI 機器に接続した場合 、 DVI 
機器によっては正常に動作しない場合びありま 
す。 

本機は高画質規格の Deep Color 出力や 
x . v . Color の伝送も可能です。 ( x . v . Color はソ 
ニー株式会社の商標です)。 

HDMI、HDMI □コ'、および High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing , LLC の商標または登録商標です。 


◎ メモ 

1•「オーディオ調整機能を使う」 （3 日ページ）の HDMI 設定で THRU を還択しているとさは、 HDMI 対応機器の音声は 
テレビ（フラットテレビなど）から出力されます（本機からは音声は出力されません)。 

•映像信号びテレビ（フラットテレビなど）の画面に表示されない場合は、 HDMI 対応機器やテレビの解像度の設定を 
調整してみてください。なお、機器（テレビゲーム機など）によっては解像度の設定びできないことびあります。こ 
のとさは（アナ□グの）コンポジットビデオコードで接続してください。 

•アナ□グ（コンポジットまたはコンポーネント）映像入力から入力した映像信号は、 HDMI OUT 端テから出力されま 
せん。 

• HDMI の映像信号び、480し480 P 、 已7日 i または已7日 p のとさは 、 Multi Ch PCM 音声および HD 音声を受信す 
ることはでさません。 

2 HDMI 端テに接続するとさはケーブル端テの向さを合わせて接続します。 







アナ□グオーディオコード 

アナ□グのオーディオ機器に接続するには、オー 
ディオコードを使用します。一般的なホ/白プラ 
グのケーブルで、赤いプラグを R (ち）端テに、 
白いプラグを L (左）端テに接続します。 


アナ□グオーディオコード 



デジタルオーディオケーブル 

デジタル機器と本機を接続するには、市販の同 
軸デジタルケーブルまたは光ファイバーケープ 
ルを使用します cJ 

心 0 ^ 

同軸デジタル 光ファイバー 

ケーブル ケーブル 

ビデオ コー 


ビデオコード 

一般的な映像用コードで、コンポジットビデオ 
端テに接続します。オーディオコードと区別す 
るため、黄色のプラグです。 


コンポーネントビデオケーブル 

映像信号の Y 、 Cb / Pb 、 Cr / Pr の3つの信号 
からなり、 S ビデオケーブルよりち高品位な映 
像品質を楽しめます（ビデオコード3本での接 
続ち可能です)。 

D 端モ変換ケーブルち市販されています。 



映像出力について 

本纖まビデオコンノ く一夕一を搭載しておりませ 
ん。 HDMI ケーブルやコンポーネントビデオ 
な一つ '、レを使って本機と入力機器を接続すると 
きは、本機とテレビも必ず同じケーブルで接続 
して < ださい。 



◎ メモ 

1•光ファイバーケーブルを接続するときは、端テの向さを合わせてしっかり奥まで差し込んでください。誤った向さでむ 
りやり挿入すると、端テび変形し、ケーブルを抜いてちシャッターび閉まらなくなることびあります。 

-急な角度に折り曲げないでください。保管するときは、直径び]已 cm 政上になるようにしてください。 

-同軸デジタルケーブルは一般的なビデオコードで代用でさます。 








テレビやブルーレイデイスクプレーヤーまたは DVD プレーヤーを接続ずる 

テレビや目 D / DVD プレーヤーと本機の接続について説明します。 
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に 



1己 D / DVD プレーヤーの HDMI 出力と、本機 
の HDMI BD/DVD IN 端子を接続する。 

接続には HDMI ケーブルを使用します。 
BD / DVD プレーヤーに HDMI 出力端子びない 
とさは、同軸デジタルケーブルか光ファイバー 
な一つ '、レを使つて本機とデジタル音声を接続し 
ます cJ 


2テレビの HDMI 入力と、本機の HDMI OUT 
端モを接続する。2 

接続には HDMI ケーブルを使用します。テレビ 
に HDMI 入力端モびないとさは、テレビの映像 
入力と、本機の MONITOR OUT 端テを接続し 
ます。一般的なビデオコードを使用して、コン 
ポジットビデオ端テに接続します。3 


◎ メモ 

1目 D / DVD プレーヤーと同軸または光デジタル接続した場合、音声入力信号の選択を行う必要びあります。詳しくは 
「音声入力信号を選択する」 （3 已ページ）をご覽ください。 

2 . 手順 ] と2の HDMI 接続を行ラだけでマルチチヤンネルサラウンド再生を行ラことびでさます。 

-本機とテレビを HDMI ケーブルのみで接続すると OSD 画面は表示されません。システムセットアップなどを行うと 
さは必ずコンポジットまたはコンポーネントビデオ端テでテレビと接続します。 

3テレビにコンポーネントビデオ入力端テびあるときは、 COMPONENT VIDEO OUT 端テに接続することでより良い映 
像をお楽しみいただくことびでさます。詳しくは「コンポーネントビデオ端テを使用する」 （18 ページ）をご覧くださ 


















































































































3 己 D / DVD プレーヤーのステレオ音声出力 1 
および映像出力と、本機の BD/DVD 
AUDIO/VIDEO IN 端子を接続する。 

一般的なビデオコードとオーディオコード2を 
使用します。 

-目 D / DVD プレーヤーにマルチチャンネルア 
ナ□グ音声出力端子びある場合は、「マルチ 
チャンネルアナ□グ機器を接続する」 （14 
ページ）での接続ち法をご覧ください。 


4テレビのステレオ音声出力と、本機の TV / 
SAT AUDIO IN 端子を接続する。 

テレビのチューナーを使つて音声を楽しむ場合 
にオーディオコードを使用します。 

テレビにデジタルチューナーび内蔵されている 
場合は、光ファイバーケーブルを使用して、テ 
レビの光デジタル音声出力と本機の DIGITAL 
OPTICAL IN 端テを接続することもできます。 * 2 3 4 


7ルチチャンネルアナ□グ機器を接続ずる 

DVD オーディオや SACD の再生には、巳 D / DVD プレーヤーの已 .1 チャンネルアナ□グ出力を使 
用します。本機の巳 D/DVD MULTI CH IN 端テの接続は i ； (下のとおりです。4 
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◎ メモ 

1この接続は、目 D / DVD プレーヤーからアナ□グ音声での録音の際に必要となります。 

2 BD / DVD プレーヤーにコンポーネントビデオ出力端子びあるときは、 COMPONENT VIDEO BD/DVD IN 端テに接続 
することでより良い映像をお楽しみいただくことびでさます。詳しくは「コンポーネントビデオ端テを使用する」 (18 
ページ）をご覧ください。 

3この場合、本機の音声入力信号の選択を行う必要びあります。詳しくは「音声入力信号を選択する」 （3 已ページ）をご 
覧ください。 

4 -マルチチャンネルアナ□グ入力を再生するには入力を MULTI IN 入力に切り換える必要びあります （3 已ページ)。 

-マルチチャンネルアナ□グ入力に COMPONENT VIDEO IN1 または IN 吕の映像を割り当てることびできます。詳し 
くは「入力に関する設定を行う （Input Assign )」（43 ぺージ）をご覧ください。 














































































BS / CS / 地上デジタルチューナーを接続ずる 

衛星放送やケーブルテレビチューナー、地上波デジタルチューナーなどの映像機器との接続につい 
て説明します。 


1チユーナー機器の HDMI 出力と、本機の 
HDMI TV/SAT IN 端子を接続する。 

接続には HDMI ケーブルを使用します。 
チューナーに HDMI 端テびないとさは、光ファ 
イバーケーブルか同軸デジタルケーブルを使つ 
て本機とデジタル音声接続します cJ 


2チューナー機器の音声/映像出力と、本機 
の TV/SAT AUDIO/VIDEO IN 端子を接続す 
る。2 

音声の接続にオーディオコード、映像の接続に 
一般的なビデオコードを使用します 。 d 





BS / CS / 地上デジタルチューナ ー 


◎ メモ 

1この場合、本機の音声入力信号の還択を行ラ必要びあります。詳しくは「音声入力信号を還択する」 （3 已ページ）をご 
覧ください。 

2すでにテレビの接続に TV/SAT 入力を使用している場合は、他の入力に接続してください。 

3チューナー機器にコンポーネントビデオ出力端子びあるときは、 COMPONENT VIDEO TV/SAT IN 端テに接続するこ 
とでより良い映像をお楽しみいただくことびでさます。詳しくは「コンポーネントビデオ端テを使用する」 （18 ペー 
ジ）をご覧ください。 
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CD-R 、 MD 、 DAT 、 テープレコーダーなど 


オーディオ機器を接続する 

アナ□グ音声機器（カセットデッキなど）をそ 
れぞれの端テに接続してください。録音機器の 
場合は、本機の4つの端テ (AUDIO IN L / R 、 
AUDIO OUT L / R ) への接続び必要です。 
再生のみの機器の場合は、 AUDIO IN L/R に接 
続するだけです。 

1オーディオ機器にデジタル出力があるとをは、 
本機のデジタル入力と接続する。 

ちの接続例では、同軸デジタルケープルを使用し 

て OPT に ALIN 1 ( CD - R / TAPE ) 端テに接続し 

ています。 

2化要であれば、オーディオ機器のアナ□グ 
音声出力か6本機のほ用していない音声入力に 
接続する。 

デジタル出力のないオーディオ機器を接続する 
場合や、デジタル機器から録音したいときは、 
オーディオコードで接続します。 

3録音機器と接続する場合は、本機のアナ □ 
グ音声出力と録音機器のアナログ音声入力を接 
続する。 

ちの接続例ではオーディオコードを使用して 
CD - R/TAPE アナ□グ出力端子にアナ□グ接続 
しています。 


@ メモ 

1 ( MD デッキなどの）デジタル機器とアナ□グ機器の間で録音する場合は、デジタル機器についてもアナ□グ音声接続び 
必要です。 





































































HDD / DVD レコーダーやビデオデッキを接続する 

本機は HDD / DVD レコーダーやビデオデッキなどのデジタル/アナ□グ録画機器と、デジタルで 
ちアナ□グでち接続することびでさます。 


1録画機器の HDMI 出力と、本機の HDMI 
DVR/VCR IN 端子を接続する。 

接続には HDMI ケーブルを使用します。録画機 
器に HDMI 出力端モびないとさは、光フアイ 
バーケーブルか同軸デジタルケーブルを使って 
本機とデジタル音声接続します cJ 

2録画機器の音声/映像出力と本機の DVR / 
VCR AUDIO/VIDEO IN 端子をお続する。2 

音声の接続にオーディオコード、映像の接続に 
一般的なビデオコードを使用します。 


3録画機器の音芦/映像入力と本機の DVR / 
VCR AUDIO/VIDEO OUT 端子を接続する。 

音声の接続にオーディオコード、映像の接続 
に一般的なビデオコードを使用します。 
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◎ メモ 

1この場合、本機の音声入力信号の選択を行う必要びあります。詳しくは「音声入力信号を選択する」 （3 已ページ）をご 
覧ください。 

2 HDD / DVD レコーダーなどにコンポーネントビデオ出力端子びあるときは、 COMPONENT VIDEO INI または IN2 
端テに接続することでより良い映像をお楽しみいただ<ことびでさます。詳しくは「コンポーネントビデオ端テを使用 
する」 （18 ページ）をご覧ください。この際、本機の入力設定でコンポーネントビデオ入力の設定を行う必要びありま 
す。詳しくは「入力に関する設定を行う （Input Assign )」（43 ぺージ）をご覧ください。 













































































コンポーネントビデオ端子を使用ずる 

コンポーネントビデオ端テでの接続は、コンポジット接続に比べ高画質な映像を伝送します。入力 
機器とテレビの両方にコンポーネントビデオ端テびある場合、プ□グレッシブスキャン映像やちら 
つさのない高品位な映像をお楽しみいただけます。詳しくはテレビと入力機器の取扱説明書をご覽 
になり、それらびプ□グレッシブスキャン映像に対応しているか確認してください。 
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^重要 

COMPONENT VIDEO 端テで入力機器と接続 

して高画質な映像を楽しむには、テレビを本機 

の COMPONENT VIDEO OUT 端テに接続す 

る必要びあります。 

1入力機器のコンポーネントビデオ映像出力と 
本機の COMPONENT VIDEO IN 端子を接続す 
る。 

コンポーネントビデオケーブルを使用します。 


2お要に応じて COMPONENT VIDEO IN 端 
子の設定を巧う。 

次の初期値のとおりに接続していない場合のみ 
設定び必要です。 

- COMPONENT VIDEO IN 1-己 D/DVD 
- COMPONENT VIDEO IN 2 - TV/SAT 

詳しくは「入力に関する設定を行う (Input 
Assign )」（43 ぺージ）をご覽ください。 

3テレビのコンポーネントビデオ入力と、本機 
の COMPONENT VIDEO OUT 端子を接続す 
る。 

コンポーネントビデオケーブルを使用します。 








































































フロント音声/映像入力端子を使 
用する 

フ□ントパネルの映像入力端テを使って機器を 
接続できます。接続した機器を再生するとき 
は、フ□ントパネルの INPUT SELECTOR か 
IJ モコンの VIDEO ボタンで VIDEO 入力を選 
択します。一般的なコンポジット音声/映像 
コードを使用して、 U アパネルの端テと同様に 
して接続します。 

- PUSH OPEN タブを押して端テカバーを取 
り外してから接続します。 


1端子のツメを開いて AM アンテナコードを 
お実に是し込み、ツメを閉じて固定する。 

2 AM ループアンテナを組み立てる。 

AM ループアンテナは図 a 〜 b をご覽になり 
組み立ててください。 

3 受信が態び良くて平 6 な場所に AM アン 
テナを設置する。 

4 AM ループアンテナと同様に FM アンテナ 
を接続する。 

FM アンテナは受信状態を良好にするために、 
壁や窓枠などに沿って縦ち向に十分に伸ばし 
て < ださい。 



アンテナを接続ずる 

AM ループアンテナと FM アンテナを下図のよう 
に接続します。受信状態と音質を良好にするには 
外部アンテナの接続をお勧めします（ち記の「外 
部アンテナを接続する」をご覧ください)。 



か部アンテナを接続ずる 

FM の受信感度を上げるために 

F 型コネクターを使って、屋外用 FM アンテ 
ナを接続します。 

邸 ^— 

g-M F 型コネクターの接続 

AM の受信感度を上げるために 

付属の AM ループアンテナを接続したまま、 

已 m 〜 6 m の長さの AM 外部アンテナ（ビ 
ニール被覆線）を AM LOOP 端テに接続しま 
す。屋外に設置するとさは、受信感度を上げ 
るためアンテナを水平に伸ばして使用してく 
ださい。 



















































スピーカーを 接続ず る 

スピーカーの接続ち法は状況によってさまざま 
ですび、下に示すのはサブウーファーを含む 
6本のスピーカーを接続した一般的な例です。 

下に示す方法を参考に、お持ちのスピーカー 
の数に合わせて接続してください。本機は最低 
2本のスピーカー（図のフ□ントスピーカー） 
び接続されていれば音を再生でさますび、少な 
くとち3本、でされば全6本のスピーカーを 
接続することをお勧めします。なお、サブウー 
ファーを使用しないとさは、フ□ントスピー 
カーの設定を 「 LARGE 」 に設定してください 
(4 日ページの「スピーカーの設定を行う」をご 
覽ください)。 

スピーカー端テについて、視聴位置のち側にあ 
るスピーカーは R 端テに、左側にあるスピー 
カーは L 端子につなざます。接続するとさは、 
スピーカーの極性 （ + / -) と本機の極性 （ + / 
—) を必ず合わせてください。 


スピーカー端テ已に2本のスピーカーを接続 
して、他の部屋でステレオ音声を聞くことちで 
きます。「スピーカー配置について」 （22 ぺ一 
ジ）を参考にして他の部屋にスピーカーを配置 
してください。スピーカーシステムの切り換え 
については、23ページをご覽ください。 

-スピーカーは、インピーダンスび6 0〜 

] 6 0の スピーカーを ご使用ください。た 
だし、 スピーカー システムの切り換えで 
SP ^ A 日を選んでいるときは、フ□ントス 
ピーカーとスピーカー システム 巳 のス ピー 
力 一 についてはイン ピー ダンスび ] 2 n 〜 
16 Q の スピーカーを ご使用ください。 


すべての接続び終わってから、最後に電源コー 
ドをコンセントに差し込んでください。 


センタースピーカー 









































































































スピーカーコー ドを接続ずる 


サちウンドバックスピーカー を接編ず る 


スピーカー端子 A : 

1スピーカーコードの先端をねじる。 

2スピーカー端子を緩め、スピーカーコード 
を是し込む。 

3 スピーカー端子をしめる。 



スピーカー端子 B : 


1スピーカーコードの先端をねじる。 

2スピーカー端子のツメを開いて、スピー 
カーコードを確実に是し込む。 

3 ツメを閉じて固定する。 



スピーカー端すにごいて 

スピーカーコードを接続するとさは、芯線を 
しっかりねじり、スピーカー端テからはみ出し 
ていないことを確認してください。芯線び IJ ア 
パネルに接触したり、芯線どうしび接触すると 
保護回路び働いて電源び切れる（スタンバイ状 
態になる）ことびあります。 

接続には市販のスピーカーコードと才ーディオ 
コードをご使用ください。音質をよくするため 
には、より高品質なスピーカーコードをご使用 
<ださい。 


本機の PRE OUT SURROUND BACK 端テに 

アンプを接続し、そのアンプとサラウンドバッ 
クスピーカーを接続することで、 7.1 ch 再生を 
行うことびでさます。 


サラウンドパック 
チヤンネル用アンプ 


サラウンドバック 
スピーカー 

SBL SBR 


■J 化""一 V 

庭蜀 


(Hf 图图 


rJ R 如離 r 1 

©婦) 

ou^vR/vc 孤 

#1# 

.(Single ) 删〇 
PRE OUT 

SUBWOOFER 

旷 

MONITOR OUT BD/DVDI 

參 

N TV/SATIN 

WP’C’ 參感 。… 

參參馨細) 
參參鐵6端 

入力設を 

COMPONENT VIDEO 巧ミ巧お D •且 


( D # 


感 


VSX-819H 

サラウンドバックスピーカーを]本だけ接 
続するとさはサラウンドバックスピーカー 
をアンプの L 側のスピーカーに接続し、本 
機の L ( Single ) 端テとアンプの L 端テを接 
続します。 


¢1ま意 

スピーカー端テには非常に高い電圧び出力され 
ます。感電の危険を避けるため、スピーカーを 
接続する前に必ず電源コードを抜いてください。 













































スピーつ 


B 置にごし、て 


最適なサラウンド再生を行ラにはそれぞれのパ 
ターンでじ(下のようにスピーカーを配置しま 
す。 

5.1 チャンネルの例 


センター 


フ□ント左 

サブウーファ 


Sji □ □フ□ントち 


サラウンド in 
左 U 


1207 ^ 1 ^ 120 ° 


I サラウンド 

I ち 


6.1 チヤンネルの例 J 


センター 


フ□ント左 I 


I フ□ントち 


ヴブウーファ- 


120。^ )]2〇。 

サラウンド rn / \ 1サラウンド 

E □ 6 

サラウンドバック 


7.1 チヤンネルの例 


センター 


フ□ント左 

サブ ウーファ’ 
90。 


[Dji a □フ□ントち 


90。 


八^ 

サラウンド u - W - U サラウンド 

E み 6 

サラウンドバック左 n I □サラウンドバックち 
日0。 


スピーカーは通常、製品設計により設置する場 
所び特定されています。床に置くフ□ア型ちあ 
れば、スタンドを使って設置することで最高の 
音質を発揮するタイプもあります。また、壁の 
近くに配置すべきものもあれば、壁から離して 
配置すべきものもあります。スピーカー配置で 
音質に影響のあるポイントをじ(下にまとめまし 
たので、使用されるスピーカーの配置について 
の説明びありましたら参考にしてください。 


-フ□ント左ちスピーカーは、それぞれテレビ 
から等距離になるよラに配置してください。 

-テレビの近くに置くスピーカーは、防磁型 
のスピーカーをお勧めします。防磁型でな 
いと磁力による干渉で、テレビの電源を入 
れたとさに画面び変色したり色ズレなどを 
起こすことびあります。そのようなとさは 
スピーカーをテレビから離してください。 

-センタースピーカーは、テレビの音をより 
自然に再生するために、テレビの上か下に 
配置してください。また視聴位置からセン 
夕ースピーカーの距離は、フ□ントスピー 
カーの距離よりち近<ならないよラにして 
<ださい。 

-サラウンドスピーカーは、視聴位置でのち 
の高さから 6 日 cm 〜 90 cm 上方■に、か 
し下向さに配置してください。左ちのス 
ピーカーび向さ合わないように置さます。 

• 7.1 チャンネルのスピーカー配置例で、ヴ 
ラウンドスピーカーを U スニングポジ ショ 
ンの真横に配置でさないとさは、本機の 
UP MIX 機能を OFF にしてサラウンドサウ 
ンドを補正します。詳しくは rupMix 機 
能を使う」 （34 ページ）をご覽ください。 

¢1ま意 

センタースピーカーをテレビの上に置くとさは 
必ず適切な方法で固定してください。地震など 
の振動によりスピーカーび落下して人びけびを 
したり、物を破損する原因となります。 


@ メモ 

1-このスピーカー配置は追加のアンプを本機と接続し、そのアンプにサラウンドバックスピーカーを接続することで可 
能になります。詳しくは「サラウンドバックスピーカーを接続する」 （2] ページ）をご覽ください。 


















スピーカーシステムの切り巧え 

3種類のスピーカーシステムの設定を 
SPEAKERS ボタンで切り換えることびできま 
す。 

- フ□ントパネルの SPEAKERS ボタンを巧 
して、スピーカーシステムを切り換える。1 

ボタンを押すたびに、じ(下のようにスピーカー 
システムび切り換わります。 

• SP^A —スピーカー端テ A に接続された 
スピーカーおよび SURROUND BACK 

PRE OUT と接続したアンプのスピーカー 
から音び出ます（サラウンド再生び可能で 
す)。 

- SP ►己ースピーカー端モ己に接続された 
スピーカーから音び出ます（ステレオ再生 
となります)。 

- SP ^ AB 一 上記 A と己の音声び同時に出 
力されます。ただしスピーカー端子己に接 
続されたスピーカーからはスピーカー端テ 
A に接続されたフ□ント L / R スピーカーと 
同じ音び出ます。^ 

. SP ^ 一本機に接続しているスピーカーか 
らは音を出さずに、へッドホン端テから音 
声出力します。 


旧レシーパーを®つて集中コント i 
□—ルする 

ステレオ機器などを、キャビネット内などの U 
モコン信号び届かない場所に設置している場合 
でち、市販の旧レシーバーを使用して、 IJ モ 
コンでシステムの操作びできます。本機や接続 
した機器（パイオニア製品だけでなく、他社製 
品も含む）び操作でさます。マルチルームの IJ 
モコン操作などにも使用できます。 * * 3 

.旧レシーパーを本機の旧 IN 端子に接続す 
る。 


電源コードを接続ずる 

すべての接続び終了したら電源コードを家庭用 
電源コンセント ( AC 100 V )に接続します。 4 



◎ メモ 

1サブウーファーからの音声出力は「スピーカーの設定を行ラ」 （40 ページ）の設定によって出るとさと出ないとさびあ 
ります。また、 SP ^ B を選択しているときは LFE チヤンネルはダウンミックスされないためサブウーファーからは音び 
出ません。 

2スピーカーは、インピーダンスび日 n 〜]日 n のスピーカーをご使用ください。ただし、スピーカーシステムの切り換 
えで SP ^ A 巳を選んでいるとさは、フ□ントスピーカーとスピーカーシステム目のスピーカーについてはインピーダン 
スび ]2 n 〜 ] 日 n のスピーカーをご使用ください。 

3 •旧接続は、旧端テを装備している機器を使用してください。 

-接続に必要なケーブルの種類については、旧レシーバーに付属の取扱説明書をご確認<ださい。 

•旧レシーバーの U モコン受光部に堂光打から強い光び直接照射されている場合は、 IJ モコン操作びでさないことびあ 
ります。 

-他社製品では旧といラ名称び使用されていない場合びあります。お使いの機器に付属の取扱説明書で確認して<ださ 
い。 

4旅行などで長期間本機を使用しないとさは、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいてくださし、。 
















部の名敬 


) 


U モ3ン 


2 

3 

4 

5 


1入力切換 

再生する入力機器を選びます。 


12 


第4章： 

さ部のち额 


2 AV アンプ 6 

本機の電源を入/切します。 

13 

3 AV アンプ 

U モコンを本機の操作モードに切り換えます。 

14 システムセットアップなどを行うとさに使用し 
ます。 

4 ゾーン2 ON/OFF 

マルチゾーン機能の ZCINE 2 のオン、オフを切 
り換えます （4 己ページ)。 

已マルチコント□ールボタン 

操作したい機器を選びます。 

6 ディ マー 

フ□ン トパネル表示部の明るさを4段階で切り 
換えます。 

7 音声誦 

1曰 入力信号を選択します （3 己ページ)。 

己 D を押したあとはじ(下の操作になります。 

己 D メニュー 

1 R ブルーレイディスクプレーヤーの メニュー 

画面を表示します。 

8 U スニングモードボタン 
AUTO/DIRECT 

17 オートサラウンド再生 （30 ページ）とダ 

イレクト再生 （32 ページ）を切り換えま 
す。 

STEREO / A . LC . 

1 — ステレオ再生およびオートレベルコント 

□-ルモード （32 ぺージ)、フ□ントサラ 
ウンド•アドバンス再生を切り換えます 
(32 ぺージ)。 

STANDARD 

サラウンドモードの Dolby Pro Lo 呂 ic な 
どの各モードを切り換えます （3 日ペー 
ジ）。 


BD TV DVR 

〇〇〇 

CD CD-R TUNER 

〇〇〇 
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000 

iPod USB ディマー音声切換 

0_D 0_ 
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各部©名敬 


ADV SURR 

アドバンスドサラウンドモードを切り換え 
ます （3] ぺージ)。 

9 チューナー/他機器操作/設定ボタン 

下のボタン操作は AV アンプ ボタンまたは マ 
ルチコントロール ボタンで操作する機器を選択 
したあとに操作でさます。 

才ーディオ調壁 

オーディオ調整機能でサラウンド効果の設 
定などを行います。 

トップメニュ ー 

ブルーレイディスクなどのトップメニュー 
を表术します。 

設定 

本機のシステムセットアップになります。 

ホームメニュー 

ホームメニュー画面を表示します。 

iPod CTRL 

iPod の操作を本機側と iPod 側とで切り換 
えます。 

TUNER EDIT 

チューナー操作で、放送局を記憶させたり、 
名前をつけたりします。 

ツール 

ブルーレイディスクプレーヤーなどのツー 
ル画面を表示します。 

メニュ ー 

DVD やテレビなどのメニュー画面を表示 
します。 

パンド 

チューナー操作で、 AM と FM 、 

FM MON 日を切り換えます。 

戻る 

本機のシステムセットアップや各種メ 
ニュー画面で]つ前の画面に戻ります。 


10 t ♦和吟 （ TUNEt /*、 PRESET 和/今) 
パ夫定 

本機のシステムセットアップ、または各種メ 
ニュー操作に使用します。また、 TUNEt /4^ 

はラジオの放送局を合わせるために、 

PRESET は記憶した放送局の呼び出しに 

使用します。 

11他機器操作ボタン 

►、■などのボタン操作はマルチコント□ール 
で操作する機器を選択してから行います。 

下のアンプ操作は AV アンプを 押してから行 
います。 

ほ音+ / — 

本機の低音を調整します cJ 

高音+ / — 

本機の高音を調整します。'' 

じ(下のフラットテレビの操作は シフトを 押しな 
びら行います。 

地上 A 

地上アナ□グ放送を選びます。 

地上 D 

地上デジタル放送を選びます。 

己 S 

目 S 放送を選びます。 

CS 

CS 放送を選びます。 

12数字ボタン/アンプ操作ボタン 

数を ボタンは、 CD や DVD などのトラック番 
号などを選択します。 

巧定 ボタンは、入力されたテレビのチャンネル 

などをミ夫定します。また、 CD チェンジャーな 

どではディスクを選択します。 

l ^ TF のアンプ操作は AV アンプを 押してから行 

います。 

S ■レトリバー 

ヴウンドレト U バー機能の日 N / OFF を切 
り換えます （33 ページ)。 


各部の名郝 


因メモ 

1 低音と高音の調整は U スニングモードび DIRECT または PURE DIRECT のとさは使用でさません。 





部の名敬 


) 


EQ 

アコースティックキャ ij ブレーシヨン EQ 
機能の日 N / OFF を切り換えます （33 
ぺージ)。 

CH 還が 

チャンネルを選択し、 +/- ボタンを使用し 
てチャンネルレベルの調整をします。 

+ /— 

CH 還が ボタンと組み合わせてレベルを調 
整します。 

SB ch 姐理 

サラウンドバックチヤンネ J レの処理モード 
を切り換えます （33 ページ)。 

PHASE 

PHASE CONTROL モードの ON/OFF を 
切り換えます （1 日ページ)。 

スピーカー 

スピーカーシステムを切り換えますに3 
ぺージ)。 

ス U — プ 

ス IJ ープタイマーを設定します。設定時間 
は30分、6日分、9日分の中から選びま 
す。設定後に スリープ ボタンを押すことで 
タイマーの経過時間を確認することびでさ 
ます。 

ミッドナイト 

ミッドナイト機能またはラウドネス機能を 
選択します （3 目ページ)。 

下の HD / DVD / VCR レコーダーの操作は 
シフトを 押しなびら行います。 

HDD 、 DVD、VCR 

HD / DVD / VCR レコーダーで、それぞれ 
の操作を切り換えます。 

13入力機器む 

本機に接続した他機器の電源を入/切します。 

14テレビコント□—ル 

マルチコント□ールの TV ボタンに割り当てら 
れたテレビを操作します。 

6 


入力 

テレビの映像入力を切り換えます。 

チヤンネル +/— 

チヤンネルを切り換えます。 

音量 +/- 

テレビの音量を調節します。 

15音 ■+/- 

音量を調節します。 

16消音 

消音します。ちう一度押すと解除されます。 

17表示 

本機の表示を切り換えます。押すたびに入力表 
示、 IJ スニングモード表示、音量表示などび切 
り換わります。 

18シフト 

四角で囲まれたボタン（たとえば应など） 

は シフト ボタンを押しなびら操作します。また、 
Z 日 NE 2 の操作にも使用します （4 己ぺージ)。 

リモコンの操作節囲 

本機を IJ モコンで操作するときは、 U モコンを 
フ□ントパネルの IJ モコン信号受光部に向けて 
<ださい。 

- IJ モコンと本機との間に障害物びあったり、 
IJ モコン受光部との角度び悪いと操作でさ 
ない場合びあります。 

- U モコン受光部に直射日光や堂光打などの強 
い光び当たると誤動作することびあります。 

-赤外線を出す機器の近くで本機を使用した 
り、赤外線を利用した他の U モコンを使用す 
ると、本機び誤動作することびあります。逆 
に本機の U モコンを操作すると、他の機器を 
誤動作させることをあります。 


テレビの電源を入/切します。 
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フロントパネル 



1 む STANDBY/ON 

2 INPUT SELECTOR ダイヤル 

再生する入力機器を選びます。 

3 ラジオチューナー操作ボタン 
BAND 

AM と FM ST (ステレオ ）、 FM MONO 
(モノラル）を切り換えます （46 ページ)。 

TUNE+/- 

ラジオ放送の周波数を選択します。 

TUNER EDIT/ENTER 

放送局を記憶させたり、名前をつけたりし 
ます （47 ぺー ジ)。 

PRESET+/- 

ラジオ放送の記憶させた放送局を選択しま 
す。 

4 ディスプレイ 

「ディスプレイ」 （28 ページ）をご覽ください。 

5 MCACC インジケーター 

ア コース ティックキヤ U ブレーシヨン EQ を 
日 N にしているときに点打します （33 ページ)。 

6 MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調整します。 


7 PHONES 端子 

ヘッドホンを接続します （3 已ページ)。 

8 リスニングモードボタン 

AUTO SURROUND/STREAM DIRECT 

才ートサラウンド再生 （3 日ぺージ）とス 
卜 IJ ームダイレクト再生 （32 ページ）を 
切り換えます。 

STEREO/A.LC. 

ステレオ再生およびオートレべルコント 
□-ルモード （32 ぺージ)、フ□ントサラ 
ウンド•アドバンス再生を切り換えます 
(32 ぺージ)。 

ADVANCED SURROUND 

アドノくンスドサラウンドモードを切り換え 
ます （3] ぺージ)。 

STANDARD SURROUND 

サラウンドモードの Dolby Pro Logic や 
NE 0:6 などの各モードを切り換えます 
(3 日ぺージ)。 

9 SPEAKERS 

スピーカーシステムを 切り換えますに3 ぺージ)。 


る部のを郝 

















































部の名敬 


) 


10 MULTI-ZONE ボタン 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能 
(マルチゾーン機能）に使用します （44 ペー 
ジ)。 

CONTROL 

メインゾーンとゾーン2を切り換えます。 
ゾーン2の入力を選ぶとさに使用します。 

ON/OFF 

マルチゾーン機能の日 N / OFF を切り換え 
ます。 


11 iPod/us 己入力端テ 

iPod またはマスストレージクラスに対応した 
USB メモ U —を接続して再生することびでさ 
ます（49、己]ぺージ)。 

12 VIDE0/AUDI0 入力端モ 

ビデオカメラやゲーム機などを接続することび 
できます （19 ページ)。 

13 MCACC SETUP M に端子 

付属のセットアップ用マイクを接続します （7 
ぺージ）。 


ディスプレイ 
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3 4 
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1514 16 


1 PHASE 

PHASE CONTROL モードわく日 N のとさに/な 
灯します （1 日ページ)。 

2 AUTO 

オートサラウンドモード選択時に点灯します。 
詳しくは「オートサラウンドで再生する」 （3 日 
ページ）をご覧ください。 

3 ST 

FM 放送をステレオで受信しているとさに点灯 
します。 

4 TUNE 

ラジオ放送を受信しているとさに点なします。 

5 ZONE 

マルチゾーン機能び日 N のときに点灯します 
(45 ぺージ)。 

6 スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカーシステムび点灯 
します （23 ぺージ)。 


7 ス U —プタイマーインジケーター 

ス IJ ープタイマー設定時に点灯します (26 
ぺージ)。 

8 ラジオチューナープ U セットインジケー 
夕— 

PRESET 

放送局を登録するとさや、登録した放送局 
を呼び出すとさに表示されます。 

MEM 

放送局を登録しているとさに点滅します。 

9 入力信号インジケーター/チューナープリ 
七ット番号表示など 

再生している機器の入力信号の種類び点なしま 
す （3 已ぺージ)。また TUNER 入力では登録 
した放送局のプ IJ セット番号を表示するなど、 
さまざまな情報を表示します。 

10 キャラクター表示部 
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11 DTS インジケーター 
DTS 

DTS 信号び入力されているとさに点灯し 
ます。 

HD 

DTS - EXPRESS または DTS - HD 信号び 
入力されているとさに点灯します。 

ES 

DTS - ES デコードを行っているとさに点巧 
します。 

96/24 

DTS 96/24信号び入力されているとさに 
点巧します。 

NEO : 目 

U スニングモードで NEO : 目 CINEMA また 
は NE 日:6 MUSIC のいずれかび選択され 
ているときに点灯します （3 日ページ)。 

12 ドルビーデジタルインジケーター 
皿 D 

ドルビーデジタル信号び入力されていると 
さに点巧します。 

皿 D+ 

ドルビーデジタルプラス信号び入力されて 
いるとさに点灯します。 

□□HD 

ドルビー TrueHD 信号び入力されている 
とさに点灯します。 

EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX デコード 
を行っているとさに点灯します。 

□□PLII(x) 

IJ スニングモードで DOLBY PROLOGIC 
のいずれかび選択されているとさに点灯し 
ます （3 日ページ)。 


14 音声切換インジケーター 

再生している機器の入力信号の種類び点打します。 

DIGITAL 

デジタル音声信号を選択しているとさに点 
灯します。選んだ入力にデジタル信号び入 
力されていないとさは点滅します。 

HDMI 

HDMI 信号び入力されているときに点灯し 
ます。選んだ入力に HDMI 信号び入力さ 
れていないとさは点滅します。 

15 UP MIX インジケーター/デイマーインジ 
ケーター 

UP MIX 機能び日 N のときに点巧します （34 
ページ)。また、デイマーの設定でデイスプレ 
イ消灯を選んでいるとさに点灯します。 

16 ストリームダイレクトインジケーター 
IJ スニングモードで DIRECT または PURE 
D 旧 ECT モードび選択されているとさに点灯し 
ます （32 ぺージ)。 

A 注意 

製品の仕様により、本体部や IJ モコン（付属の 
場合）のスイッチを操作することで表示部びす 
ベて消えた状態となり、電源プラグをコンセン 
卜から抜いた状態と変わらなく見える場合びあ 
りますび、電源の供給は停止していません。製 
品を電源から完全に遮断するためには、電源プ 
ラグ（遮断装置）をコンセントから巧く必要び 
あります。製品はコンセントの近くで、電源プ 
ラグ（遮断装置）に容易に手び届くように設置 
し、旅行などで長期間ご使用にならないとさは 
電源プラグをコンセントから抜いてください。 
火災の原因となることびあります。 
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13 ADV.S. ( アドバンスドサラウンド） 

アドバンスドサラウンドモードに設定されてい 
るときに点巧します （3] ページ)。 





機器の再生 


成重要 

’本章で説明している U スニングモードやそ 
の他の機能について、入力信号や本機の設 
定などによっては使用でさないことびあり 
ます。 


オートサラウンドで再生ずる 

AUTO SURROUND モードは、本機のさまざ 
まな音声再生モードのなかで最ち簡単に最適な 
再生ち式を選択します。再生している音声信号 
を本機び自動で検出して、マルチチャンネルや 
ステレオなど最適な再生ち法を選択します。1 



-再を中に、 AUTO/D 旧 ECT を巧す。2 
フ□ントパネル表示部に AUTO SURROUND 

と表示されるまで、繰り返し押してください。 
次にこのモードび自動選択したデコード名称ま 
たは音声フォーマット名称び表示されます。ど 
のフォーマットび選ばれたかは、フ□ントパネ 
ルのデジタルフォーマットインジケーターを確 
認してくださいに8ぺージ)。 


サラウンドで再生ずる 

本機は、すべての音声をサラウンド再生するこ 
とびでさます。ただし、スピーカーの設定や入 
力信号の種類によって、選択でさるサラウンド 
再生の種類は異なります。 


已結- 



- 再生中に、 STANDARD を巧す。 

Dolby Di 呂 ital や DTS 、 ドルビーサラウンドな 
どのフォーマットで圧縮された信号について 
は、適切なデコード形式び自動的に選ばれ、表 
示部に名称び表示されます。 

サラウンドバックスピーカーを接続していない 
とさ： 

ステレオ2 ch 音声信号のときは、 STANDARD 
ボタンを押してじ(下のモードを選択でさます。 

- DOL 己 YPLIIMOVIE -最大已. lch ヴラウ 

ンドで、映画に適しています。 

- DOLBY PLII MUS に 3 -最大己1 ch サラ 

ウンドで、音楽に適しています。 

- DOL 己 YPLIIGAME -最大己. lch ヴラウ 

ンドで、ゲームに適しています。 

- NEO: 目 CINEMA4 -最大己. Ich サラウン 
ドで、映画に適しています。 

- NEO: 目 MUS に 4 -最大己. Ich サラウン 
ドで、音楽に適しています。 

- DOLBY PRO LOGIC - 4. 1 ch サラウンド 
です（サラウンドスピーカーからの音声は 
モノラルです）。 


因メモ 

1ステレオ2 ch の（マトリックス）サラウンドフォーマットは、 NEO :6 CINEMA または DOLBY PLIIx MOV 旧でデ 
コードされます（詳しくは「サラウンドで再生する」（上記）をご覧くださし、)。 

2ダイレクト再生機能も選択することびできます。詳しくは、「ダイレクト再生機能を使う」 （32 ページ）をご覧ください。 

3 DOLBYPLIIMUS に モードでステレオ 2 ch 音声を聴いている場合 、 C WIDTH 、 DIMEN .、 PNRM . の3つの項目を 
調整できます。詳しくは「オーディオ調整機能を使う」 （3 日ページ）をご覧ください。 

4 NE 0:6 CINEMA または NE 0:6 MUSIC モードでステレオ2 ch 音声を聴いている場合、 C . IMG の項目を調整できま 
す。詳しくは「オーディオ調整機能を使う」 （3 目ページ）をご覧ください。 
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サラウンドバックスピーカーを接続していると 
き]: 

ステレオ2 ch 音声信号のときは、 STANDARD 
ボタンを押してじ(下のモードを選択できます。 

- DOLBY PLIIx MOVIE -最大 7. 1 ch サラ 

ウンドで、映画に適しています。 

- DOLBY PLIIx MUS に2 -最大 7. 1 ch ヴ 

ラウンドで、音楽に適しています。 

- DOLBY PLIIx GAME -最大 7. 1 ch サラ 

ウンドで、ゲームに適しています。 

- NEO: 目 CINEMAS -最大 6.1 ch サラウン 
ドで、映画に適しています。 

- NEO: 目 MUSIC3 -最大 6.1 ch サラウンド 
で、音楽に適しています。 

- DOLBY PRO LOGIC - 41 ch サラウンド 
です（サラウンドスピーカーからの音声は 
モノラルです）。 

マルチチャンネル音声信号のとさは、 
STANDARD ボタンを押して UTF のモードを選 
択でさます。 

- DOLBY PLIIx MOVIE -最大 7. 1 ch サラ 

ウンドで、映画に適しています（サラウン 
ドノ（ックスピーカーを2本接続していると 
さのみ選択でさます）。 

- DOLBY PLIIx MUSIC -最大 7. 1 ch サラ 

ウンドで、音楽に適しています。 

- DOLBY DIGITAL EX — 己.1 ch 信号から 
サラウンドバックチャンネル音声を創り出 
し、 7.1 ch で再生します。 6.1 ch 信号は加 
エせずにそのままデコードします。 

- DTS-ES - DTS - ES 信号をそのままデ 
コードし、目. Ich で再生します。 


- DTS NEO: 巨一 DTS 信号をそのままデ 
コードし、 6.1 ch で再生します。 

ADVANCED SURROUND モードの 

効まを巧3 

ADVANCED SURROUND モードでは、音に 
さまざまなサラウンド効果を加えます。お好み 
に応じてじ(下のモードを選択します。 

BD メニ： L-i - i 

AUTO/ STEREO/ 

DIRECT A.L.C. STANDARD ADV SURR 


- ADV SURR を巧してアドバンスドサラウン 
ドモードを選がする。 

- ACTION —アクション映画などをダイナ 
ミックに再生します。 

- DRAMA —映画などのセ IJ フを明瞭に再生 
します。 

- ENT. SHOW — ミュージカルなどの音楽系 
ソースに適したモードです。 

- ADVANCED GAME- テレビゲームに適 

したモードです。 

.SPORTS -スポーツ番組に適したモード 
です。 

.CLASS に AL- 大きなコンサートホールの 
ような臨場感で再生します。 

- ROCK/POP - □ックやポップに適したラ 
イブ会場のよラな臨場感で再生します。 

.UNPLUGGED -アコースティック音楽系 
ソースに適したモードです。 

- EXT.STEREO -ステレオ2 ch 音声をマ 
ルチチヤンネル音声にして、すべてのス 
ピーカーを使って再生します。 


◎ メモ 

1•サラウンドバックチャンネル処理び OFF (33 ぺージ）であったり、サラウンドスピーカーの設定び N 0 (40 ぺ一 
ジ）だったときは D 0 L 巳 YPLIIx は D 0 L 巳 YPLII (己 Ich ) になります。 

- 6. Ich サラウンドの場合、左ちのサラウンドバックスピーカーからは同じ音び出ます。 

-サラウンドバックチャンネル処理を ON にする必要びあります。詳しくは「サラウンドバック ch 処理を切り換える」 
(33 ページ）をご覧ください。 

2 DOLBY PLIIx MUS に モードでステレオ2 ch 音声を聴いている場合 、 C WIDTH 、 DIMEN .、 PNRM . の3つの項目を 
調整でさます。詳しくは「オーディオ調整機能を使う」 （3 目ページ）をご覧ください。 

3 NE 0:6 CINEMA または NE 0:6 MUS に モードでステレオ2 ch 音声を聴いている場合、 C . IMG の項目を調整できま 
す。詳しくは「オーディオ調整機能を使う」 （3 日ページ）をご覽ください。 














ステレオで再生ずる 

STEREO を選択した場合、すべての信号を2 ch 
感定によってはサブウーファーからも出力し、最 
大 2.1 ch ) で再生します。 

Dolby Di 呂 ital や DTS などのマルチチヤンネル 
信号はステレオ音声にダウンミックスされます。 
A.L.C. (オートレベルコント□ール）を選択す 
ると、ポータブルデジタルオーディオプレーヤー 
などに録音された音楽ソースごとの音量差を、本 
機で自動的に均一にしてステレオ再生します。 


-再生中に、 STEREO/A 丄 .C. を巧してフ□ン 
トサラウンド•アドパンスモードを選ぶ。 

押すたびに次のように切り換わります。 

- STEREO -「ステレオで再生する」（左記) 
をご覧ください。 

- A.LC. - 「ステレオで再生する」（左記） 

をご覧ください。 

- F.S.S.ADVANCE - 臨場感のある自然な 
サラウンド効果び得られます。フ□ントス 
ピーカーから等距離の直線上（前後は移動 
可能）で視聴してください。 



-再を中に、 STEREO/A 丄 .C. を巧してステレ 
才再をモードを選ぶ。 

押すたびに次のように切り換わります。 

- STEREO — システムセットアップやミッド 
ナイト/ラウドネス機能 、 PHASE 
C 日 NTR 日 L 機能、サウンドレト IJ バー機能、 
高音/低音の調整などび反映されたステレオ 
再生を行います。 

- A.LC. -才ートレべルコント□-ルモード 
で再生します。 


F.S.S.ADVANCE -「フ□ントサラウン 

ド•アドバンス機能を使う」をご覧くださ 
い。 


フ□ントサラウンド•アドバンス 
機能を巧う 

フ□ントサラウンド•アドバンスモードは、左 
ちのフ□ントスピーカーとサブウーファーだけ 
で自然なサラウンド再生を行います。 


靴拟 ST 遇。/ 

【1圓 
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F.S.S.ADVANCE 



ダイレクト再生機能を巧う 

ダイレクト再生機能を使用すると、入力信号を 
加工せずにソースに忠実な再生を行います。 


已ぉュ-1^^ 


/ ' 

-再生中に、 AUTO/D 旧 ECT を巧してダイレ 
クト再を機能を選ぶ。 

押すたびに次のように切り換わります。 



AUTO SURROUND -「才 一 h サラウン 

ドで再生する」 （3 日ぺージ）をご覽くださ 
い。 


DIRECT -スピーカーに関するシステム 
セットアップ設定（スピーカーの設定、ス 
ピーカー出カレベル、スピーカーまでの距 
離）とデュアルモノラル音声の設定など J 
を反映して再生します。入力信号び忠実に 
再生されます。 


◎ メモ 

1 DIRECT モードでは他にも PHASE CONTROL 機能やアコースティック キヤ U ブ レーシヨ ン EQ 、 ヴウンドディレイ、 
オートディレイ、 LFE アッテネーター、センターイメージなどの機能わ反映します。 
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PURE DIRECT -アナ□グ信号や PCM 信 
号をデジタル処理せずにそのまま再生しま 
す。] 


サウンドレトリバー機能を巧う 

MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、削 
除されてしまう部分び発生します。サウンドレ 
卜 IJ パー機能では、 DSP 処理によってその削 
除されてしまった部分を補い、音の密度感、抑 
揚感を向上させます。 * 2 

I HDD I I DVD I I VCR | 表示 
I 1 ]I 吕 "11 3 ] 

瓦レトリバー EQ 「CH 逛択 スリープ〇 

o 回 I 回励 

• AV アンプを巧してか 6 S . レトリパーを巧し 
て、サウンドレトリバー機能の ON 、 OFF を選 
択する。 


AV アンプ 

f の 1 て 


入力機器 


|AV アン 3 nM/nFF」 テレビコント□ール 

T l 入力 I I む I 


アコー スティックキヤ U ブ レー シヨン 
EQ (周液数！!き性の捕正）を選択ずる 

-工場出荷時の設定： EQ ON 
「Auto MCACC でサラウンドの自動設定をす 
る」 （7 ページ）で設定された周波数特性の補正 
の日 N / 日 FF を切り換えます。 

AV でンプ 入力切換 入力機器 

[の]卜 d 八 □ & ) 

ゾーン2 ,- 

ON/OFF I テレビコント□—ル 

1 リ入力 1 T & 1 

-再生中に、 AV アンプを巧してか 6 EQ を巧 
して補正の ON 、 OFF を選がする。 

ON にするとフ□ントパネルの MCACC インジ 
ケーターび点灯します。 3 



I HDD I I DVD I I VCR | 表示 

r 1 I r 吕 11 3 11_) 

瓦レト u パー EQ 「 CH 逛巧ス u — プ〇 

^9 111 ED 


サラウンドバック Ch 処理を切り換 
又る 

サラウンドノくックスピーカーを接続していると 
さに、サラウンドバック Ch 音声の処理を切り 
換えます。 


AV7 ンプ 入力切換 入力糖お 

I む ] 1*^1 1^11 の I 

「 AV アンフ 10 N/OFF G テレビコント□—ル 

• AV アンプを巧してか 6 SB ch 処理を巧して 
サラウンドパック ch 処理を選がする。 

押すたびに次のように切り換わります。 

- S 日 ON - 常にサラウンドバック ch へのデ 
コード処理を付加するため、最大の出力 
チヤンネル数でお楽しみいただけるモード 
です。 


1_!_1 1_^ し 

S. レトリ/卜 EQ rCH 選巧スリーフ〇 

r 4~1 I 已 1 「己 1 ICH+1 


SBch 舰 PHASE 

a 回 


— + ミッドナイトッ: 

r 9 I 「CH- I 


SB AUTO 一入力信号の種類を検出し、ヴ 
ラウンドバック ch 信号を検出したとさの 
み、サラウンドバックスピーカーからデ 
コード処理された音声を出力します。ソフ 
卜に最ち忠実な再生となります。 

SB OFF -ヴラウンドバック ch へのデ 
コード処理は行わず、サラウンドバック ch 
から音声は出力されません。ただし 、 UP 
MIX 機能び日 N のときはサラウンドチヤン 
ネルの音声をサラウンドバックスピーカー 
から出力します。 


因メモ 

I PCM 政がのソースを再生すると、再生直前にノイズび出ることびあります。この場合は D 旧 ECT または AUTO 
SURROUND にすることをお勧めします。 

2サウンドレト U バー機能は2 ch の音声信号にのみ有効です。 

3 MULTI IN 入力や PURE D 旧 ECT 再生機能のときは使用できません。また、ヘッドホンで聴いているときは効果びあり 
ません。 

















































UP MIX 機能を®う 

7.1 チヤンネルのスピーカー配置例で、ヴラウ 
ンドスピーカーを IJ スニングポジションの真横 
に配置すると、己. Ich のサラウンドチヤンネル 
の音声び真横から聞こえてしまいます。本来 
5.Ich のサラウンドチヤンネルは斜め後方から 
聞こえるように収録されているため、本機では 
サラウンドチヤンネル音声をサラウンドスピー 
カーとサラウンドバックスピーカーでミックス 
し、 IJ スニングポジションの斜め後ちから出力 
します cJ 

- UP MIX 機能は 7.1 チヤンネルのスピー 
カー配置を22ページの推奨図のとおりに 
配置したとさに効果びあります。 

-スピーカーの配置位置や、再生している音 
源によっては効果び得られないこともあり 
ます。その場合は OFF に設定してくださ 
い。 


UP MIX OFF 

田巧 IH 巧 

UP MIX ON 

田吗 IH 巧 

田-►み^の 

… -1 •'シ 、.. ク ••パな r … -1 

田.' 

L._J " L._J 

四国 

し— y! At --' 

画国 



1 本機の電源を切る（スタンパイが態にする)。 


2 本なの PRESET + ボタンを巧しなび S 
6 STANDBY /0 N ボタンを約 2 秒間巧し続け 
る。 


UPMIX : OFF と表示され、 UP MIX 機能びオフ 
になります。オンにしたいとさは手順]〜2 
をちう一度行います。 

- UP MIX 機能をオンにすると、 UP MIX イ 
ンジケーターび点灯します。 


他機巧を再生する 

1 再をしたい機器の電源を入れる。 

2 本機の電源を入れる。 

3 再をしたい機器の入力を選がする。 

マルチコント□ールボ タン（または 入力切換ボ 
タン）を使用します。 

4 手順 1 の機器を再生する。 


◎ メモ 

1 •ここでの設定にかかわらず、 DTS-HD 信号を再生しているときは UP MIX 機能びオンになります。 

• UP MIX 機能びオンに設定されていても、入力信号や U スニングモードによっては自動で OFF になることわありま 
す。 



























機器の再生 


1 PHONES 端子にへッドホンを挿入する。 

2 AV アンプを巧してか 6 スピーカーボタン 
を巧して 、 SP OFF を選択する。 

ヘッドホンから音び出て、本機と接続したス 
ピーカーからは音び出なくなります。このと 
さ、 U スニングモードは STEREO または 
A.L.C. のみの選択となります。 


7ルチチヤンネルアナログ入力を 
再生する 

BD/DVD MULTI CH IN 端テに接続した機器 
の各チヤンネルの音声を、すべてアナ□グ処理 
のまま忠実に高 SN 比で再生します。再生する 
ときは本機の入力を MULTI IN にします。接続 
については「マルチチヤンネルアナ□グ機器を 
接続する」 （14 ページ）をご覽ください。3 

- MULTI IN を巧して MULTI IN 入力を選択 
する。 


へツ ドホンを使用ずる 


音声入力信号を選択ずる 

本機は各入力ごとに再生する音声入力信号を選 
択することびでさます 




いいい 


AV7 ンプ 入力切換 入力おお 

1 の 11^11^11 の 1 


VIDEO MULTI IN AUX 

000 


アンプ 1 0N/OFF f テレビコント□—ル 

^■1 1 1入力1 1の1 

BD TV DVR 1 


iPod USB ディマー音青切換 

OOei- 

ち 


- AV アンプを巧してか 6 音声切換を巧して、 
接続している機器の入力信号を選がする。 
DIGITAL (C 1/0 1/02) または HDMI (H) 

を選択しているとさに、選んだ音声信号の入力 
びない場合、自動で A (アナ□グ）び選択され 
ます。 

押すたびに次のように切り換わります。 

- HDMI - HDMI 入力を選択します。 H と表 
示され、 BD / DVD 、 TV / SAT 、 DVR / 
VCR 入力のとさに選択でさます。他の入力 
では選択できません。 2 

- A — アナ□グ入力を選択します。 

- DIGITAL — デジタル入力を選択します。 
COAXIAL 1入力は Cl と、 OPTICAL ] /2 
入力は 01 または 02 と表示されます。 
DIGITAL または HDMI に設定した場合、 

Dolby Digital 信号び入力されると □□ インジ 
ケーターび点なします。また DTS 信号び入力 
されると DTS インジケーターび点灯します。 
HDMI に設定した場合、 A (アナ□グ）および 
DIGITAL インジケーターびともに消灯します。 


@ メモ 

1-本機で再生できるデジタル信号の形式は 、 Dolby Digital、PCM (32 kHz - 96 kHz) 、 DTS (DTS 96 kHz /24 
bit を含む）および MPEG -2 AAC です。 HDMI 端テを経由することで 、 SACD (DSD 2 ch )、 DVD 才ーディオ 
(192 kHz 含む)、ド ルビー TmeHD 、 ド ルビーデジタル プラス、 DTS - EXPRESS 、 DTS-HD Master Audio 、 
DTS-HD Hi - Resolution なども再生できます。その他のデジタル信号のときは 、 A (アナ□グ）を選択してください。 
A (アナ□グ）を選択した状態で DTS 対応の LD プレーヤーや CD プレーヤーを再生すると、デジタルノイズび発生 
することびあります。この場合、入力信号は C1/01/02 (DIGITAL) を還択してください。 

- DVD プレーヤーによっては DTS 信号び出力でさないなど、再生でさるデジタル信号に制限びあります。詳しくは 
DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧<ださい。 

2オーディオ調整機能の HDMI を THRU に設定しているときは、本機からではなくテレビから音び出ます （37 ページ)。 

3 •マルチチャンネルアナ□グ入力の再生時は、音量とチャンネルレベルのみ調整することびでさ、すべてのリスニング 
モードとサラウンド機能は使用することびでさなくなります。 

-本機に接続したスピーカーの本数に応じてマルチチャンネルアナ□グ入力端テに接続した機器の出力設定を変更して 
<ださい。 


口 fnia 口 
回 謂回；回面 。 

回面 I 恩 B 
回豐回谭 
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才ーデイオ調整機能を®う 

オーディオ調整機能でサラウンド効果の設定び 
でさる項目をじ(下に説明します。 

曲重要 


AV アンプ 入力切巧 

入力機器 

1 の 1 1^1 1^1 1 山 1 

|AV アンプ Ion/off [ テレビコント □—j レ 

HI 1 1 入力 1 1 1 

1- 

BD TV DVR 

0 

CD CD-R TUNER 

チヤンネル 



オーディオ調整機能は、 MULTI IN 入力を 
選択しているとさは使用でさません （3 已 
ぺージ)。 

入力音声信号の種類や本機の設定の状態に 
よっては、オーディオ調整機能の表示され 
ない項目びあります。 


1 リモコンの AV アンプを巧してか 6 、オー 
ディオ調整を } 甲す。 

本機の設定や選択されているモードによっては 
項目び表示されないことびあります。表のあと 
のを記をご確認ください （38 ページ)。 

2 ta ボタンで調整したい項目を選ぶ。 

各項目で調整でさる内容は政下の表のとおりで 
す。選択項目の初期値は太字で示しています。 


3 ( 必要に応じて、和 /- ► ボタンで設定を選ぶ。 


1 設定項目 

内容 

選択項目 1 

EQ (アコースティックキヤ IJ 
ブレーシヨン EQ ) 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ の効果を ON/OFF 
します。 

ON 

OFF 

S.DELAY (サウンドディレ 
ィ） 

音声全体の遅延時間を調整します （ DVD ソフトなどで、映像 
の動さのちびセリフなどの音声より遅れている場合、音声全体 
を遅らせることで、映像の動さと音声とを合わせることびでさ 
ます)。 

0.0 〜9.0 フレー 
ム （0.1 間隔） 

(1 フレームニ 

1 /30秒 
( NTSC ) 
初期値： 0.0 

MIDNIGHT (ミッドナイト） 3/ 

三ッドナイト機能は、サラウンド音声の映画をル音量で見ると 
さに効果的です。音量によってその効果は調整されます。 
ラウドネス機能は、音楽を聴くとさにル音量でを低域、高域の 
レベルを自然に調整して聴さやすくします。 

M/L OFF 

LOUDNESS (ラウドネス） a 

MIDNIGHT 


LOUDNESS 

S.RTVb (サウンドレトリバー) 

WMA や MP 3 などの圧縮音声 e は圧縮処理される際、削除さ 
れてしまう部分び発生します。ヴウンドレト U バー機能を ON 

OFF 


にすると、 DSP 処理によってその削除されてしまった部分を 
補い、音の密度感、抑揚感を向上させます。 

ON 

デュアルモノラル d 

モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号をデュア 
ルモノラル信号といいます。ここではデュアルモノラル信号び 
入力されたとさに再生する音声を選択することびでさます。 
デュアルモノラル信号はあまり多くはありませんび、 BS デジ 
タル放送 （ MPEG -2 AAC ) のモノラルの二力国語放送や音声 
多重放送で使用されています。 

• CH 1- チヤンネル]の音声のみを再生します。 

CHI 


CH 2 


- CH 2 — チヤンネル2の音声のみを再生します。 

. CH ] CH 2 -両方のチヤンネルの音声をフ□ントスピー 
力一から再生します。 

CHI CH 2 
































設定項目 


内容 


選択項目 


DRC (ダイナミックレンジコ 
ント□-ル） 

ドルビーデジタルや DTS 、 ドルビー TmeHD 、 ドルビーデジ 
タルプラス、 DTS-HD、DTS Master Audi 日などで収録され 
た映画の音声について、ダイナ三ックレンジの圧縮量を選択し 
ます。音量を下げてサラウンドを楽しむとさでち、微少な音び 
聞き取りやすくなります。 

- AUTO -ドルビー TrueHD 信号に対してのみダイナミッ 
クレンジを圧縮します。 

. MAX - ダイナミックレンジを最大に圧縮します（大きな 
音を減少させて、ルさな音を増大させます)。 

- Ml □—ダイナ三ックレンジを多少圧縮します。 

. OFF - ダイナミックレンジを圧縮しません（音量び大さ 
いとさは、 OFF にすることをお勧めします)。 

AUTO® 

MAX 

MID 

OFF 

LFEATT ( LFE アッテネー 
夕一) 

ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超低域音声成分） 

び含まれていることびあります。 LFE レベルび大さくて、ス 
ピーカーからの音声に歪みび生じるときは、 LFE レベルを 
アッテネート（減衰）します。 

- LFEATTO - 収録されているレベルのまま再生します 
(通常はこの設定をお勧めします）。 

.LFEATT10 - LFE レベルを] 0 dB アッテネート（減 
哀）します。 

- LFEATT ** - LFE 音声を出力しません。 

LFEATTO 

LFEATT 10 

LFEATT ** 

HDMI 

HDMI IN に入力された音声を、どのよラに再生するかを設定 
します。 「 THRU 」 に設定したときは本機からは音び出なくな 
ります。 

- AMP — 本機に接続したスピーカーで再生 
.THRU - HDMI OUT と接続したテレビ（フラットテレ 
ビなど）で再生 

AMP 

THRU 

A.DLY けートディレイ） 

HDMI どうしで接続された機器に対する機能で、音声と映像 
の遅延時間を自動で調整し、映像の動さと音声を自動で合わせ 
ます。 f 

OFF 

ON 

C.WIDTH (センター幅） g 
(センタースピーカーを使用し 
ているとさのみ有効です） 

センターチヤンネルの音をフ□ント左/ちスピーカーに振り分 
けて、音の調和ををたらします。0はセンタースピーカーから 
のみの出力で、7はセンターチヤンネルの音声すべてを左ちの 
フ□ントスピーカーに振り分けます。 

〇〜 7 
初期値： 3 

DIMEN. (ディメンション）® 

リスニングポジションから前方の音場を強くするか、後方の音 
場を強くするかを調整することで広びりのある音場を創り出す 
ことびでさます。+3は前方の音場び強くなり、 -3 は後方の 
音場び強 < なります。 

-3 〜 +3 
初期値： 0 


設定項目 


内容 


選択項目 


PNRM (パノラマ） g 前方の音場を左ちに大さく回り込ませ、サラウンドチヤンネル OFF 

につなげるようなサラウンド効果を加えます。正確な定位より- 

を雰囲気を楽しむための機能です。 ON 

CIMG (ゎ、ノ ターイメージ） h センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーにどの 〇〜]0 

(センタースピーカーを使用し程度振り分けるかを調整します。音色の不一致び緩和された音 初期値： 3 

ているときのみ有効です） 楽再生に適した音場を創り出すことびできます。0はほぼすベ （ NE 0: 目 MUSIC ) 

て左ちのフ□ントスピーカーに振り分け、]0は主にセンター 初期値： 10 

スピーカーから 再生します。 （ NE 0: 目 CINEMA ) 


a. ミッドナイト/ラウドネス機能は、 ミツドナイト ボタンで設定することわできます。 

b. サウンドレト U ノ（一機能は、 S . レト リバーボタンで設定することわできます。 

C. WMA と MP 3 は iPod/USB 入力でのみ再生でさます。 

d. デュアルモノラルの設定は、 HDD / DVD レコーダーで録画された二力国語放送などについては、ドルビーデジタル音声 
か DTS 音声をデュアルモノラルモードで録画されたわののみ有効です。 

e. 初期値の AUTO はドルビー TrueHD 信号に対してのみ有効となります。ドルビー TrueHD 信号じ(外のとさにダイナ 
ミックレンジコント□ールを有効にしたいとさは MAX か MID を還びます。 

f. HDMI で接続された U ップシンク対応のディスプレイにのみ有効です。 ON に設定してわ音声全体の遅延時間び改善さ 
れないときは、 OFF に設定して「サウンドディレイ」 （3 目ページ）を手動で調整してください。 

g. DOLBY PLII MUSIC モードでステレオ 2 ch 音声を入力しているときのみ使用できます。 

h. NE0:6 CINEMA または NE0:6 MUSIC モードでステレオ 2 ch 音声を入力しているときのみ使用できます。 


Ja 



システムセツトアップ設定 


第目章： 

システムセットアップ設定 


システムセットアップで本機の設 
定をする 

本機の詳細な設定のしかたを説明します。ま 
た、それぞれのスピーカーをお好みで調整する 
ち法ち説明します。 


AV アンプ 

Ml 

IAV アンプI 


ON/OFF f テレビコント□-ル 


〇〇〇 

八嫂 T^R 


0 

F ヤンネル 



Auto MCACC -ヴラウンドの自動設定で 
す。簡単に高精度な設定を行ラことびでさ 
ます。詳しくは 「Auto MCACC でヴラウ 
ンドの自動設定をする」 （7 ページ）をご覽 
<ださい。 

Manual SP Setup -接続しているスピー 
力一の大ささ、 数、 距離と全体的な音のバ 
ランスを設定します。詳しくは「聴感によ 
るスピーカーの設定を行う (Manual SP 
Setup )」（4 日ページ）をご覧ください。 

Input Assign -コンポーネントビデオ入 
力端テに機器を接続するときに設定します。 
詳しくは「入力に関する設定を行う （Input 
Assign )」（43 ぺージ）をご覽ください。 


1 本機とテレビの電源を入れる。 

AV アンプ 6ボタンを押して、本機の電源を入 
れます。 

2 AV アンプボタンを } 甲してか 5 、設定ボタン 
を巧す。 

テレビにシステムセットアップ画面び表示され 
ます。 

U モコンの1747和/岭と巧定ボタンを使って、 
操作項目を選びます。 

前の画面に戻るには、 戻る ボタンを押します。 


4 設定ボタンを巧してシステムセットアップ 
を終了する。 

戻る ボタンを数回押すことでもシステムセット 
アップを終了できます。 


3 調壁したいシステムセットアップ項目を選 
んで設定を巧う 。1 


System Setup 


I Setup 
3.Input Assign 


◎ メモ 

1• iPod / us 巳入力のとさは、システムセットアップ設定を行ラことびでさません。 

-設定 ボタンを巧すことで、いつでも設定を終了することびでさます。 

-テレビとの接続を HDMI ケーブルのみで行っているとさはシステムセットアップ画面び表示されません。コンポジッ 
卜またはコンポーネントビデオケーブルでちテレビと接続します。 

























(システムセツトアップ設定 




聴感によるスピーカーの設定を行う 

(Manual SP Setup ) 

「Auto MCACC でサラウンドの自動設定をす 
る」 （7 ページ）で Auto MCACC を行った場 
合はすでに設定されています。必要に応じてお 
好みで再設定でさます。 

1システムセットアップ画面の中か6 
FManual SP SetupJ を選択する。 


System Setup 


2.Manual SP Setup 

I.Auto MCACC 


— り li レ ^^^ 

"1 内"■■山 


b.Crossover Network 

3.Input Assign 

Return 


c. Channel Level 

d. Speaker Distance 

Return 


システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （39 ページ）をご覧ください。 


2 ♦/ ♦ボタンを巧して調壁したい設定項目を 
選んで、巧定を}甲す。 

• Speaker Setting - スピーカーの接続本 

数や大ささ（低域再生能力）などを設定し 
ます。詳しくは「スピーカーの設定を行う」 
(ち記）をご覽ください。 

• Crossover Network - 何 Hz 1^(下の低音 
域をサブウーファーなどで再生するかを設定 
します。詳し<は「ク□スオーバー周波数を 
設定する」 （4] ページ）をご覧ください。 

- Channel Level -スピーカーシステム全 
体の出カレベルを調整します。詳しくは 
「スピーカー 出カレベルを設定する」 （4] 
ページ）をご覧ください。 

• Speaker Distance -視聴位置から备ス 
ピーカーまでの距離を設定します。詳しく 
は「スピーカーまでの距離を設定する」 

(42 ページ）をご覧ください。 


又ピーカーの設をを巧5 

スピーカーの大ささや本数を設定することで再 
生する音域を最適なチャンネルへ配分します。 

1 Manual SP Setup の設定頃目か 6 
rSpeaker Setting] を還おする。 


2.Manual SP Setup 


2a.Speaker Setting 

— ホ 川 ■ レ ^^^ 


Front ィ — 議 — ► 

b. Crossover Network 

c. Channel Level 


Center [ SMALL ] 

Surr [ SMALL ] 

d.Speaker Distance 


Suit. Back [ NO ] 

Return 


Subwoofer: YES 

Return 


217 ♦ボタンを巧して設定したいスピーカー 
を選び、和/- ► ボタンで大まさを選択する。 

じ(下の各スピーカーについて、スピーカーの接 
続の有り/無しや大ささを選択します。 

- Front (フ□ント）一低音域の再生能力び 
高いスピーカーのとさは LARGE を選びま 
す。また、サブウーファーを使用しないと 
さち LARGE を選びます。低音域の再生能 
力び十分でないル型スピーカーのとさは 
SMALL を選びます 。 J 

- Center (センター）一低音域の再生能力 
び高いスピーカーのとさは LARGE を選び 
ます。低音域の再生能力び十分でない小型 
スピーカーのとさは SMALL を選びます。 
また、センタースピーカーを接続していな 
いときは N0 を選びます。このときセン 
タースピーカーの音は他のスピーカーから 
再生されます。 


◎ メモ 

1フ□ントスピーカーび SMALL に設定されているとさは、サブウーファーは自動的に YES に設定されます。またフ〇 
ントスピーカーび SMALL に設定されているとさは、センタースピーカーまたはサラウンドスピーカーで LARGE を選 
択することはでさません。このとさ、各チヤンネルの低音域はサブウーファーで再生されます。 
















(システムセツトアップ設定 


- Surr (サラウンド）一低音域の再生能力び 
高いスピーカーのとさは LARGE を選びま 
す。低音域の再生能力び十分でないル型ス 
ピーカーのときは SMALL を選びます。ま 
た、サラウンドスピーカーを接続していない 
ときは N 0 を選びます。このときサラウンド 
スピーカーの音は他のスピーカーから再生 
されます。 

- Surr . Back (サラウンドバック）ーヴラウ 
ンドバックスピーカーの本数を選びます 
(1 本または2本）^。低音域の再生能力び 
高いスピーカーのとさは LARGE を選びま 
す。低音域の再生能力び十分でないル型ス 
ピーカーのときは SMALL を選びます。ま 
た、サラウンドバックスピーカーを接続し 
ていないとさは N 0 を選びます。 

• Subwoofer (サブウーファー） - SMALL 
に設定されたスピーカーの低音域と LFE 信 
号 （ ドルビーデジタルや DTS 信号に含ま 
れる超低域信号成分）をサブウーファーか 
ら再生するとさは YES を選びます。サブ 
ウーファーから常に低音を再生したいとさ 
や、低音を強調したいとさは PLUS を選び 
ます（このとさ、通常はフ□ントやセン 
ター スピーカーで再生している低音域をヴ 
ブウーファーでち再生します)。また、サブ 
ウーファーを接続していないとさは N 0 を 
選びます（このとさ低音域は他の LARGE 
に設定されたスピーカーで再生されます）。2 

3戻るを巧して終了する。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 


ク□スオーバー旧逝数を設をずる 

-工場出荷時の設定： 1 OOHz 
「スピーカーの設定を行う」で SMALL に設定 
されたスピーカーびあるとき、何 Hzi ； (下の低 
音域を LARGE に設定されたスピーカーまたは 
サブウーファーで再生するかを設定します。 3 ま 
た、 LFE 信号についても同様に、何 Hzl ^(下の 
低音域を再生するかび設定されます。 


1 Manual SP Setup の設定頃目か6 
[■Crossover Network ] を選択する。 


2.Manual SP Setup 


2b.Crossover Network 

a.Speaker Setting 


Frequency ィ■剛の ► 

c.Channel Level 



d.Speaker Distance 



Return 


Return 


2和/-►ボタンでク□スオーバー周波数を選ぶ。 

ここで選択された周波数(下の低音域は、サブ 
ウーファーまたは LARGE に設定されたスピー 
カーから 再生されます。 

3戻るを巧して終了する。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 

义 K — 力 —化カレ べルタ設をする 

各スピーカーの出カレベルを設定することで、ス 
ピーカーシステム全体のバランスを調整します。 


1 Manual SP Setup の設定頃目か6 
に hannel LevelJ を還択する。 


2.Manual SP Setup 


2c.Channel Level 

Test Tone ィ 川 

a. Speaker Setting 

b. Crossover Network 


d.Speaker Distance 



Return 


ENTER:Next Return 


◎ メモ 

1-サラウンドスピーカーび N 0に設定されているとさは、サラウンドバックスピーカーは自動的に N 0に設定されます。 
-サラウンドバックスピーカーを]本だけ接続するとさは、サラウンドバックスピーカーをアンプの L 側のスピーカー 
端テに接続し、本機の L ( Single ) 端テとアンプの L 端テを接続します。 

2サブウーファーを PLUS に設定した場合、サブウーファーの低音域とフ□ントスピーカーの低音域び巧ち消し合ってし 
まい、十分な低音の効まび発揮されないことびあります。このよラなとさは、スピーカーの設置場所や向さなどを変え 
てみてください。それでち解消されないとさは実際に音を出しなびらサブウーファーを YES にしたり、フ□ントス 
ピーカーを SMALL にしてみて比較し、最適な設定にして<ださい。 

3スピーカーの大きさなどの設定については、「スピーカーの設定を行う」 （40 ページ）をご覧ください。 

















システムセツトアップ設定 


) 


2和/-►ボタンを巧して設定方法を選ぶ。 

- Manual ー テスト I -ーンを出力するスピー 
カーを手動で切り換えて調整します。 

- Auto ー テスト I -ーンを出力するスピー 
カーび自動で切り換わります。 

3設定内容を確認して決定を巧す。 

音量び自動的に上びり、大さな音でテスト!-一 
ンび出力されます。 



4 和/与 ボタンで各 スピーカーの 出カレベル 
を調壁する。 

Manual を選んだときは、 \ 1 \ボタンでスピー 
力一を選択します。 Auto を選んだとさは、じ ( 
下の順番でテストトーンび出力されます。 

L 一い R 一 SR 一 S 巳 R 一 SBL 一 SL 一 SW 


〇ヒント 

スピーカー出カレベルは、 IJ モコンの AV アン 
プ ボタンを押してから CH 選が ボタンと レべ J レ 
+/— ボタンを使うことで調整することもできま 
す。また、 CH 選が ボタンを押してから t /4 
でチヤンネルを選んで和/岭で調整することち 
でさます。 

スピーカーまでの距離を 設 ちずる 

視聴位置から各スピーカーまでの距離を設定す 
ることで、各チヤンネルの遅延時間び自動的に 
算出され、最適なサラウンド効果を得ることび 
でさます。 

1 Manual SP Setup の選が頃目か 6 
[Speaker DistanceJ を還択する。 



2 f / l ボタンで設定する スピーカーを 選ん 
で、和/今ボタンで各 スピーカーまでの 距離を 
設定する。 

0.1 m 間隔で調整でさます。 

3戻るを巧して I 後了する。 _ 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 

テスト!-ーンを聞さなびら、各スピーカーの出 
カレべ J レを調整してください。 



5戻るを巧して終了する。 

Manual SP Setup の設定画面に戻ります。 


因メモ 

1-音圧計を使用する場合は、視聴位置で測定して、各スピーカーの出カレベルを7已 d 目 SPL ( C - ウェイト/スロー 
モード）に調整してください。 
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入力に関ずる設定を行う 
(Input Assign ) 

本機のコンポーネントビデオ入力端テに接続し 
た機器び各端テの工場出荷時の設定と異なると 
さに使用します。 

Component 1 - BD 
Component 2 - TV 

コンポーネントビデオ入力の接続で、上記のエ 
場出荷時の設定と異なる機器を接続したとさの 
み、ここでの設定び必要になります。コンポー 
ネントビデオ入力について詳しくは「コンポー 
ネントビデオ端テを使用する」 （18 ページ）を 
ご覧ください。 

1システムセットアップ画面の中か6 「Input 
AssignJ を選択する。 


System Setup 3.Input Assign 



4 その入力端子に接続した機器を適切な機器 

ちに変ちする。 

. 和/与ボタンと巧定を使って日 D 、 TV 、 
DVR、MULTI (MULTI CH IN) または 
OFF から選択します。 

-コンポーネントビデオ入力端テに割り当て 
られている機器（日 D / DVD など）につい 
て、他のコンポーネントビデオ入力端テに 
同じ機器び新たに割り当てられると、前に 
設定されていた入力は、自動的に OFF に切 
り換わります。 

-コンポーネントビデオ入力に接続した機器 
の音声についてち、ここで選んだ入力と同 
じ入力の音声入力端テに接続して < ださい。 

-本機のコンポーネントビデオ入力に機器を接 
続したときは、必ずテレビも COMPONENT 
VIDEO OUT 端テに接続してください。 

已戻るを巧して終了する。 

Input Assign の設定画面に戻ります。 


システムセットアップ項目を表示するまでの手 
順は「システムセットアップで本機の設定をす 
る」 （39 ページ）をご覽ください。 

2 I 叩 ut Assign の設定頃目方、6 
に omponent Input ! を選択する。 



3 ♦/ ♦ボタンで、をちしたいコンポーネント 
ビデオ入力端子を選ぶ。 

- IJ アパネルのコンポーネントビデオ入力端 
テごとに、番号び記されています。 













〔マルチゾーン機能を使う 




第7章- 

マルチゾーン機能を ffi 5 


別の部屋で本機の音を再生する 

本機を操作して、本機のある部屋（メインゾー 
ン）とは別の部屋（サブゾーン）で本機につな 
いだ機器の再生を楽しめます（マルチゾーン機 
能)。マルチゾーンの接続は下のように行い 
ます。 



本機ではメインゾーンとサブゾーンの2つのシ 
ステムを構築することびでさます。メインゾー 
ンとサブゾーンで同時に同じソースを再生する 
ことはちちろん、別々のソースを再生すること 
ちでさます。このとさ、メインゾーンの電源び 
スタンバイ状態であってちサブゾーンの再生を 
行うことびできます。また、本機の IJ モコンや 
フ□ントパネルでサブゾーンの操作を行うこと 
ちでさます。 


マルチゾーンの接続と再を 
本機の Z 0 NE 2 OUT 端テから別のアンプの音 
声入力へ接続し、そのアンプにスピーカーを接 
続します 。I 

マルチゾーンでの再をにごいて 

サブゾーンでの再生については l ^ TF のとおりで 
す。 


サブゾーン 再を可能な入力 


ZONE 2 アナ□グ音声入力信号とラジオ放 

送。 a 

a . マルチチヤンネルアナ□グ入力 （MULTI IN ) と iPod 
USB 入力の音声はサブゾーンで再生でさません。 

マルチゾーン按編を巧5 (ZONE 2) 

. 本機の ZONE 2 OUT 端子と別のアンプの音 
声入力端子を接続する。 

図のように、別のアンプに2本のスピーカーを 
接続します。 



因メモ 

1本機のミッドナイト機能や高音/低音の調整といった機能およびサラウンドに関する機能は、サブゾーンで使用するこ 
とはでさません。サブゾーンで接続しているアンプの機能をご使用ください。 






























































マルチゾーン機能を使う 


7ルチゾーンの操作をずる 

下の手順に従って、本機のフ□ントパネルで 
マルチゾーンの日 N / 日 FF を切り換え、 ON の 
とさはサブゾーンの入力を選択します。 IJ モコ 
ンでも操作でさます。 



1 MULTI-ZONE ON / OFF ボタンを巧してマ 
ルチゾーンを ON にする。 

押すたびに1^(下のように切り換わります。 

- Z 0 NE 2 0 N - マルチゾーン機能をオンに 
します。 

- Z 0 NE 2 0 FF - マルチゾーン機能をオフに 
します。 

マルチゾーン機能びオンのときは、表示部の 
ZONE インジケーターび点なします。 

2 CONTROL ボタンを巧す。 

押すたびに、メインゾーン操作とサブゾーン操 
作び切り換わります。サブゾーンの操作を行う 
とさは Z2: と表示されているとさに行います。 
Z 2: と表示されていないとさはメインゾーンの 
操作となります cJ 


3本なの INPUT SELECTOR で入力を切り 
換える。 

たとえば、手順 2 で Z 2: を選び、手順 3 で 
CDR を選ぶと、 CD-R/TAPE 入力の音声を 
ZONE 2 で楽しむことびでさます。 

- TUNER を選んだとさは、放送局の呼び出 
し操作のみ行うことびできます。 * 2 

4 CONTROL ボタンを巧す。 

マルチゾーンの操作を終了します。 MULTI ¬ 
ZONE ON/OFF ボタンを押して OFF にすると 
サブゾーンでの音声再生びオフになります。 3 

リモコンでマルチゾーンの操化をずる 


AV アンプを押してから、じ(下のボタンを シフ 
卜を押しなびら押します。それぞれのマルチ 
ゾーン操作を行うことびでさます。 

ボタン 

機能 

ゾーン 2 
ON/OFF a 

マルチゾーン機能のオン/オフを切 
り換えます。 

入力切換 

サブゾーンの入力を切り換えます。 

マルチコント 
□ールボタン 

サブゾーンの入力を直接切り換えま 
す。 


a . シフト ボタンを押さなくてを ZONES ON / OFF は切 

り換えることびできます。 


@ メモ 

1 Z 0 NE 2 び ON の状態で本機をスタンバイ状態にすると、ディスプレイに Z 0 NE 2 ON と薄く表示されます。 

2 メインゾーンとサブゾーンで別々の放送局を選ぶことはでさません。メインゾーンの放送局を変更するとサブゾーンの 
放送局ち自動で切り換わります。どちらかのゾーンで放送局を録音しているとさはごを意くださし、。 

3 •メインゾーンで STANDBY / ON ボタンを巧してスタンバイ状態にしても、マルチゾーン機能をオフにしないと、本機 

を完全なスタンバイ状態にはできません（表示部に Z 0 NE 2 ON と薄く表示されます)。 

-本機でサブゾーンの音量を調節することはできません。サブゾーンの音量は Z 0 NE 2 OUT に接続したアンプで調節し 
て < ださい。 


マルチゾ—ン 






























チューナーの使用 


) 


第8章： 

チューナーの ffi 用 


ラジオ放送を聞< 

放送局を受信するには自動選局（オートチュー 
ニング）と手動選局（マニュアルチューニン 
グ）のち法びあります。一度受信した放送局は 
記憶させて、呼び出すこともでさます。詳しく 
は「放送局を記憶する」 （47 ページ）をご覽く 
ださい。 


みVアンス riM/riFF f テレビコント□—ル 

1 II 1 1入力1 1む1 


/才-ディ補整 TUNER EDIT _。\ 

' トップメこ; 1- / -ツ—ル 曰里 、 

1_ 

BD TV DVR 

の 


諭国 

CD CD-R TUNER 

oo# 

す 


目 

VIDEO MULTI IN AUX 

000 

iPodJJSB デす 7— 音琴切換 

音.重 


\ iPod CTRL 〜-戻る ! 

\ 1 お上 A 1 1 地上 D 1 1 BS 1 1 CS 1 / 

\ 1 n n TT 1 / 


八イスピードチューニング 

TUNE tAI (TUNE + /—）をホ甲し続ける 

と、高速で周波数を移動します。受信した 
い放送局の周波数でボタンから指を放して 
<ださい。 

FM の受信で TUNE または ST インジケーターび 
点打せず受信状態び悪いとさは、 バンドボ タン 
を押してモノラル受信 (FM MONO ) に切り換 
えます。受信感度び良くなり放送び聞きやすく 
なります。 


1 TUNER ボタンを巧してチューナー入力にす 
る。 


2バンドボタンを巧して聞をたいパンドを選 
ぶ。 

フ□ントパネルの 己 AND ボタンでち操作でさ 
ます。押すたびに FM (ステレオとモノ）と 
AM び切り換わります。 


3放送局をま信する。 

■1^(下の3つのち法で選局でさます。 

才ートチューニング 

TUNE t/i (またはフ□ントパネルの 
TUNE + /-) を押して、周波数び動さはじ 
めたら指を放します。自動で放送局を探し、 
受信すると止まります。次の放送局を探す 
とさはもう一度押してください。 

マニュアルチューニング 

TUNE \ (TUNE + / -) を押すたびに 

1ステップずつ周波数を移動します。 















〔チューナーの使用 



放送局を記憶する 

本機では、よく聞く放送局を3日局まで記憶す 
ることびでさます。 


IAV アンプI OM/OFF 〔テ 


1 II 1 1入力1 

1_ 

BD TV DVR 

い 1 

0 

CD CD-R TUNER 

OO0 

チヤンネル 

な 

VIDEO MULTI IN AUX 

ooo 


iPod USB ディマー音青切換 

oObQ- 

§ 

DIRECT S でご目 V STANDARD 

1 11 11 1 

ADVSURR 

1 1 


/才-ディオ龍! 
けブ公ン 


哪 DIT 音量 



就 
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記憤したが送局にち前を〇ける 

選局しやすいように、記憶した放送局に名前を 
つけることびでさます。 

1名前をつけたい放送局を選ぶ。 

選局ち法については、「記憶した放送局を呼び 
出す」（左記）をご覽ください。 

2 TUNER EDIT を2回}甲す。 

表示部の最初の文字の位置でカーソルび点滅し 
ます。 


3名前を入力する。 

名前は8文字まで入力でさます。 


PRESET 和/今 (PRESET + /-) ボタン 
で文字の位置を選び TUNE t/i (TUNE + 

/-) ボタンで文字を選びます。 


1記憶させたい放送局を受信する。 

詳しくは「ラジオ放送を聞く」 （46 ページ）を 
ご覧ください。 

2 TUNER EDIT ボタンを巧す。 
ディスプレイに PRESET と表示され、 MEM 
とステーション番号び点滅します。 

3 PRESET 争/* (PRESET + / —) ボタ 
ンを巧して記憶をせるステーンヨン番号を選ぶ。 

ステーションの選択には数字ボタンも使用でさ 
ます。 

4巧定を}甲す。 

巧定を押すと、保を先のステーション番号の点 
滅び止まり、本機に放送局び記憶されます。 


-ミ夫定を押すと、名前び記憶されます。 

〇ヒント _ 

-入力した名前を消去するには、上記の手順 4 

1〜2を行ってから巧定を押します。この 才 
とき TUNER EDIT を押すと入力した名前 
を残します。 

-放送局に名前をつけると、 表示を 押すこと 
で、その放送局の名前表示に切り換えるこ 
とびでさます。周波数表示に戻したいとさ 
は周波数表示になるまで 表示を 押します。 


記恒したかが局を呼び化ず 

放送局を呼び出すには、放送局を記憶してお<必 
要びあります。放送局を記憶していない場合は、 
r 放送局を記憶する」（上記）をご覽ください。 

1バンドボタンを巧して、呼び出したいパンド 
を選ぶ。 

2 PRESET 和/今 (PRESET + / —) を巧 
して呼び出したい放送局のステーシヨン番号を 
選ぶ。 

数字ボタンでステーション番号を選ぶこともで 
さます。 



Ja 




























第 g 章. 

機器の録音/録画 


音青や映像を録音/録画する 

本機に接続されている機器 ( CD プレーヤーや 
テレビなど）や本機のラジオチューナーなどを、 
本機を通して録音/録画することびできます。 
アナ□グ音声信号のデジタル録音、およびデジ 
夕 J レ音声信号のアナ □ グ録音を行うことはでさ 
ませんので、録音する際は必ずデジタル、アナ 
□グの接続を合わせてください。詳しくは「接 
続」 （1] ページ）をご覧ください。映像を録画 
するとさは、必ずビデオの接続を合わせてくだ 
さい。たとえばコンポジットビデオで入力した 
映像をコンポーネントビデオでは出力でさませ 
ん。 


1録音/録画したい入力機器を還ぶ。 

リモコンの 入力切換 ボタンまたはマルチ コント 
□ー ルボタン、フ□ントパネルの INPUT 
SELECTOR で選びます。 


2 iK 要に応じて入力信号を選ぶ。 

AV アンプを押してから 音声 切換を押して、再生 
する機器に合った音声入力信号を選択します。 
詳しくは「音声入力信号を選択する」 （3 日ペー 
ジ）をご覽ください。 

3録音/録画したい入力機器の準備をする。 

ラジオを受信したり、 CD 、 ビデオ、 DVD を入 
れるなどの準備をします。 

4録音/録画機器の準備をする。 

録音/録画用のカセットテープ、 MD ディス 
ク、ビデオテープなどを録音/録画する機器に 
入れて、録音レベルを設定します。 2 
録音レベルについてわからない場合は、録音/ 
録画機器の取扱説明書をご覧ください。ビデオ 
デッキなどでは通常、録音レベルは自動設定さ 
れます。 

已録音/録画を開始してか5、機器を再をする。 


@ メモ 

1映像を録画する場合、入力機器と録画機器の接続ケーブルを同じタイプにする必要びあります。たとえば、入力機器と 
本機をコンポジットビデオコードで接続し、録画機器と本機をコンポーネントビデオケーブルでつないだ場合は録画す 
ることびできません。詳しくは 「 HDD / DVD レコーダーやビデオデッキを接続する」 （17 ページ）をご覧ください。 

2本機の音量、出カレベル、トーンコント□ール（低音/高音）、ラウドネスやサラウンドの設定などは、録音には反映さ 
れません。 


機器の録音/録画 


3 


AV アンプ 

い1 
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■ 

BD 

CD 
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iPod USB 

入ブ 
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ゾーン2 
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い1 
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iPod/USB メモリーの再生 


第10章： 

iPod/USB メモリーの再生 


iPod をつないで再生する 

本機と iPod を接続して、 iPod の音楽を本機で 
楽しむことびでさます cJ 

- PUSH OPEN タブを押して端テカバーを取 
り外してから接続します。 



1本機の電源を切る。 

2付属の iPod ケーブルを使用して、 iPod を 
本機のフ□ントパネルにある iPod USB 端子に 
接続する。 

iPod の接続については、 iPod に付属の取扱説 
明書もご覽ください。 


3本機の電源を入れてか6 、 iPod US 己ボタン 
を巧す。 

テレビの電源ち入れておいて < ださい。 

テレビ画面に Loading と表示され、 iPod び正 
しく接続されているかどうか確認します。 

- iPod US 日 ボタンを押したあとに N 0 
DEV に E と表示された場合は、電源を切つ 
てから本機と iPod の接続をやり直してみて 
<ださい。 

4トップメニューボタンを}甲す。 

テレビに iPod Top 画面び表示されます。 2 



已 t / ♦ボタンで再をしたいカテゴリーを選ん 
で、巧定ボタンを巧す。 

カテゴ IJ 一はじ(下の中から選びます。 

選んだカテゴ IJ 一の IJ ストび表示されます。 


Playlists 

Artists 

Albums 

Songs 


Podcasts 
Genres 
Composers 
Audiobooks 
Shuffle Son 旨 s 


前の画面に戻るには、 戻る ボタンを押します。 


@ メモ 

1 


本機は、第已世代1^^(降の iPod ® や iPod nano、iPod classic、iPod touch 、 iPhone の音声および映像に対応して 

います （iPod Shu け le には対応しておりません)。モデルによっては一部機能び制限されます。 

iPod や iPhone のソフトウエアびちいと正常に動作しないことびあります。必ず最新のソフトウエアでお使いくださ 

い。 

iPod や iPhone は、著作権のないマテリアル、または法的に複製-再生を許諾されたマテ U アルを個人び私的に複 
製-再生するために使用許諾されるちのです。著作権の侵害は法律上禁止されています。 

パイオニア製品から iPod や iPhone のイコライヴを操作することはでさません。本機に iPod や iPhone を接続する 
前に、 iPod や iPhone のイコライヴを「オスに設定することをお勧めします。 

本機と iPod や iPhone を組み合わせてご使用の際、 iPod や iPhone のデータに不具合び生じても、データの補償は 
いたしかねますのであらかじめご了承<ださい。 

iPod や iPhone の画面には Pioneer と表示され、 iPod や iPhone 本体を操作することはできなくなります。 

本機での表示は英数字のみとなります。英数字政外の文字び iPod や iPhone に記録されている場合、その文字は 
「*」で表示されます。 

iPod や iPhone の音声を Z 0 NE 2 で再生することはできません。 


録音\録画 ipod\USB 































iPod/USB メモリーの再生 


) 


巨再をしたいリスト（ジャンル、アルパムなど） 
を選んで巧定する。 

\1\ ボタンで U ストを選択します。 

7手順巨を繰り返して、聴をたい曲を再をする。 


iPod を操作ずる 

本機の IJ モコンで！; TF の iPod の操作びでさます。 


1ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


押し続けている間、早戻しまたは早送 
りをします。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。 
続けて押すと、前のトラックに戻りま 
す。 

►►1 次のトラックの先頭に進みます。 

〇 

U ピート再生を設定します。押すたびに 

Repeat One、Repeat All、Repeat 

Off び切り換わります。 

乂 

シャッフル再生を設定します。押すたびに 

Shuffle Songs、Shuffle Albums 、 
Shuffle Off び切り換わります。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換え 
ます。 


フオルダ ー /ファイルリスト画面を表 
示中に ページ 送り/戻しをします。 

tA| 

Audiobook を再生中に再生の速さを変 
要します。 

Faster 一 Normal 一 Slower 

戻る 

前の画面に戻ります。 


成重要 

(下のメッセージび表示されたとさは、ち記の 
対応操作を行ってみてください。 


:ージ巧応 


iPod/USB 正常に通信でさません。 

Error 1 コネクターを一度外し、 iPod のメイン 

(I/U メニューび表示されてから、をう一度 

ERR1) 確実にコネクターを接続してください。 

それでを iPod び正常に動作しない場合 
は、 iPod を U セットしてください。 


iPod/USB 本機び対応していない iPod び接続され 
Error 2 ています。 

(I/U 対応したモデルかどうか確認してくだ 

ERR2) さい。 (49 ぺージ） 

iPod ソフトウエアのバージ ヨンび ちい 
とさに表示されます。 
iPod のソフトウェアを最新バージ ヨン 
にアップデートしてください。 


iPod/USB iP 日 d からの応答びありません。 

Error 3 iPod のソフトウエアを最新バージョン 
(I/U にアップデートしてください。それで 
ERR3) ち iPod び正常に動作しない場合は、 
iPod を IJ セツトしてください。 


No Track iP 日 d で選択したカテコ' U — 内にトラッ 
クび入っていません。 

他のカテゴ U —を選択してください。 


iPod のち真や映像を再をずる 

iPod に記録されている写真や映像を再生する 
には、 iPod の操作を本機と iPod 本体とで切り 
換える必要びあります cJ 

成重要 

iPod の写真や映像を再生するには本機の 
MONITOR OUT 端テからテレビに接続してく 
ださい。 HDMI やコンポーネントビデオのみの 
接続ではテレビに写真や映像を表示でさませ 
ん。 


◎ メモ 

1-フ□ントパネルの iPod VIDEO 端テに接続しているときのみ、 iPod に記録されている写真や映像を再生することびで 
さます。 

-ビデオ出力のある iPod のみ有効です。 



























iPod/USB メモリーの再生 


1 iPod CTRL を巧して、操作を iPod 側に切 
り換える。 

iPod 本体で操作でさるようになり、写真や映 
像を見ることびできます。本機での操作はでき 
なくなり、日 SD 画面は表示されません。 

2をう一度 iPod CTRL を巧して、操作を本 
機側に切り換える。 


Made for 

m iPodJ 


「Made for iPod 」 とは、 iPod 専用に接続する 
よラ設計され、アップルび定める性能基準を満 
たしているとデべ□ッパによって認定された電 
テアクセヴ U であることを示します。 

[Works with iPhone 」 とは 、 iPhone 専用に 
接続するよラ設計され、アップルび定める性能 
基準を満たしているとデべ□ッパによって認定 
された電テアクセヴ IJ であることを示します。 
アップルは、本製品の機能および安全および規 
格への適合について一切の責任を負いません。 


iPod は、米国および他の国々で登録された 

Apple Inc . の商標です。 

iPhone is a trademark of Apple Inc . 


USB メモリーを再生する 

お手持ちの USB メモ IJ 一を本機に接続するこ 
とで、 US 巳メモ IJ 一に記録されている音楽 
ファイルを本機で再生することびできます。本 
機ではステレオまたはモノラル音声を再生する 
ことびでさます cJ 

- PUSH OPEN タブを押して端テカバーを取 
り外してから接続します。 



1本機とテレビの電源を入れる。 


2 iPod US 己ボタンを巧す。 

OSD 画面に N 0 DEVICE と表示されます。 


@ メモ 

1•本機で再生できる US 目メモリーのファイルは、 WMA 、 MP 3、 MPEG -4 AAC のいずれかで、著作権保護のかかつ 
ていない音楽ファイルのみです。 

-本機とパソコンを USB ケーブルで接続して音楽ファイルを再生することはできません。本機び対応している US 目メ 
モリーは、外付八ードディスクや携帯フラッシュメモリー、デジタルオーディオ再生機 （ FAT ] 日、 FAT 32 のフォー 
マットに対応）などの US 目マスストレージクラスに属する機器です。 

•本機ではすべての US 目メモ U —の再生、および電源の供給を保証できない場合びあります。また、本機と接続したこ 
とで、 US 目メモ U —のファイルび万一損失した場合、当社は一切の責任を負ラことびでさませんので、あらかじめご 
了承 < ださい。 

-容量の大さい US 目メモ U —を接続したとさは、読み込みに多少時間びかかることびあります。 

-本機は US 巳八ブには対応していません。 


■Pod/USB 



































( iPod/USB メモリーの再生 




3 US 己メモリーを本機のフ□ントパネルにあ 
る iPod US 己端子に接続する。 

日 SD 画面に Loading と表示され、 US 目メモ 
U —を読み込みます。読み込みび終了すると再生 
画面び表示され、自動で再生び開始されます cJ 



•フオルダー/ファイル番号 
ファイル形式 
U ピート/シャッフル 
•曲名 

アーティスト名 
アルバム名 
経過時間 


ヒットレート 


再生機能を使っていろいろな再生び可能です。 
詳しくは「再生機能について」 O ^ TF ) をご覧 
<ださい。 


再生機能にごいて 

IJ モコンで！;の USB メモ U —の再生操作び 
でさます。 


1ボタン 

機能 1 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


押し続けている間、早戻しまたは早送 
りをします（早戻し/早送り中は音声 
びとざれることびあります）。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。 
続けて押すと、前のトラックに戻りま 
す。 

►►1 次のトラックの先頭に進みます。 

〇 

U ピート再生を設定します。押すたび 

に Repeat All、Repeat One 、 

Repeat Folder び切り換わります。 


シャッフル再生を設定します。押すた 

びに Shuffle On、Shuffle Off び切り 

換わります。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換え 
ます。 


1ボタン 

機能 1 

t /4 

再生中のトラックの頭出しをします。 

(フオルダー/ファイルリスト画面を表 
示中はページ送り/戻し） 

戻る 

画面の階層を戻します。 


成重要 

(下のメッセージび表示されたとさは、ち記の 
対応操作を行ってみてください。 


メッセージ 巧応 


iPod / USB 正常に通信でさません。 

Error 1 本機の電源を切ってから USB メモリー 
り/ UERR 1) を外して、をう一度接続してください。 


iPod/USB 
Error 3 
( l/U ERR 3) 


USB メモ U —からの応答びありませ 
ん。 

本機の電源を切ってから USB メモリー 
を外して、をう一度接続してください。 


iPod/USB 
Error 4 
( l/U ERR 4) 


USB メモ U —の消費電力び大さすざま 
す。 

本機の電源を切ってから USB メモリー 
を外して、をう一度接続してください。 


-本機の電源を切ってから、再度電源を入れ 
てみて < ださい。 

-本機の電源を切ってから US 目メモ U —を 
抜さ、再度 US 目メモ U —を接続して電源 
を入れてみて < ださい。 

-日 D/DVD などの他の入力に切り換えてから、 
再度 iPod/USB 入力にしてみてください。 

• AC アダプターび付属されている USB メモ 
U —をお使いの場合は、 AC アダプターを 
接続して使用してみてください。 

上記の操作を行ってち USB ERR び表示される 
ときは、 US 巳メモ IJ 一び本機に対応していま 
せん。 


◎ メモ 

1 •本機で再生できないファイルび選択された場合は、自動的に次の再生可能なファイルび再生されます。 

-曲のタイトルびファイルに記録されていない場合は、ファイル名び OSD 画面に表示されます。アルバム名やアーティ 
スト名び記録されていない場合は、それらは表示されません。 

•英数字政がの文字は「*」で表示されます。 


































iPod/USB メモリーの再生 


再生でをる店縮ファイルにごいて 

本機では標準的なヴンプ IJ ング周波数/ビット 
レートで圧縮されたフォーマットの多くに対応 
していますび、一部対応していないフォーマッ 
卜もあります。本機で対応している圧縮フォー 
マットは(下のとおりです。 

- MP3 ( MPEG -1/2/2 .已才ーディオレイ 
ャ_ 3) : 

ヴンプ U ングレートは8 kHz 〜48 kHz 、 ビッ 
トレートは8 kbps 〜320 kbps (1 28 kbps 
上を推奨）\ファイル拡張テは. mp 3 に対応 
しています。 

• WMA (Windows Media Audio ) : 

ヴンプ U ングレートは32 kHz /44.1 kHz 、 

ビットレートは32 kbps 〜192 kbps (128 
kbps 上を推奨）\ファイル拡張テは. wma 
に対応しています （ WMA 9 Pro や□スレスエ 
ンコーデイング ( loss-less encoding ) には 
対応しておりません)。 

• AAC ( MPEG -4 Advanced Audio Coding ) : 
ヴンプ IJ ングレートは]] .025 kHz 〜48 
kHz 、 ビットレ ー N ま] 6 kbps 〜32日 kbps 
(128 kbps (上を推奨）\ファイル拡張テは 
.m4a に対応しています（アップル□スレスエ 
ン〕ーティンソ （Apple loss-less encodin 呂) 
には対応しておりません)。 

^重要 

. 著作権保護のかかったファイルは再生する 
ことびでさません。 


MPEG-4 AAC にごいて 

AAC とは 、 「Advanced Audio Codin 呂」の略 
で、 MPEG -2、 MPEG -4 で使用される音声圧 
縮技術に関する基本フォーマットです 。 AAC 
データは、作成に使用したアプ IJ ケーションに 
よってファイル形式と拡張テび異なります。本 
機では、 rrunes によって エンコード された、 
拡張テび r . m 4 aj の AAC ファイルを再生する 
ことびでさます。ただし、著作権保護のかかっ 
たフ アイ ルや エン〕ー ドする rrunes のバー 
ジョンによっては再生でさないことびあります。 
iTunes は、米国およびその他の国々で登録さ 
れた Apple Inc . の商標です。 

WMA にごいて 


Plays SS 

Windows 

Media™ 


外装箱に印刷された 、 Windows Media ® の □ 
ゴは、本機び WMA データの再生に対応してい 
ることを示しています。 

WMA とは 、 「Windows Media Audio 」の略 
で、米国 Microsoft Corporation によって開 
発された音声圧縮技術です。本機では 
Windows Media Player によってエンコード 
された、拡張テび r . wmaj の WMA ファイル 
を再生することびでさます。ただし、著作権保 
護のかかったファイルやエンコードする 
Windows Media Player のパ'—ジョンによっ 
ては再生でさないことびあります。 

Microsoft、Windows Media 、 Windows □コ、 
は、米国 Microsoft Corporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標です。 


iPod/USB 


◎ メモ 

1可変ビットレート（ V 目 R ) で圧縮されたファイルち再生でさますび、経過時間び正しく表示されないことびあります。 








〔他機器のリモコン操作 




他機器のリモコン操作 


他機器を操作ずるための U モコン 
設定について 

付属の IJ モコンを使って、本機1;(外のパイオニ 
ア製品や他社の機器を操作することびできま 
す。お手持ちの機器のプ IJ セットコードび IJ モ 
コンに登録されている場合は、該当するコード 
を呼び出すだけで操作でさるようになります。 
ただし、プ IJ セットコードを呼び出してち、す 
ベての操作びでさなかったり、まったく操作で 
さないことちあります cJ 

〇ヒント 

- U モコンの設定中に AV アンプボタンを押 
すと設定はキャンセルされます。 

- IJ モコンの設定中に]分間何ち操作びない 
と自動的に設定はキャンセルされます。 


プリセットコードを採び出す 


[AV7V： 7|on/off [ テレビコント□—ル 


BD TV DVR 

• •• 

CD CD-R TUNER 

1 u 1 

り 

チヤンネル 


000 

ろ 


VIDEO MULTI IN AUX 

参 oo 

0 



[HDD I [ DVD I H VCR | 表示 

— O El 口 

S.L/MJA- EQ |-CH 起ろ スリープこ : 

^9 ^9 |CH+| 

SBch も r PHASE — ミッドナイトが 

^9 KB El 

クリア スピーカー I -["シフト1 

l.+iol D I ミ夫定 I I I 

10 に 


1 AV アンプボタンを巧しなび 6 数字ボタンの 
1を約2秒押し続けます。 


3操作したい機器に U モコンを向けて、その 
機器に該当するメーカーコード （58 ぺージ） 
を入力する。 

-正しく設定されると電源日 N /0 FF 信号び 
U モコンから送信され、操作したい機器の 
電源び日 N または OFF に切り換わります。 

-メーカーコードび正し<入力されてち間 
違って入力されても手順2へ戻ります。 

-機器の電源び日 N / 日 FF しない場合で、そ 
の機器に別のメーカーコードびある場合は、 
手順2から別のコードでやり直してみて< 
ださい。 

4化の機器をプリセツトコードを設定したい 
ときは手順2〜3を繰り退す。 

5 AV アンプボタンを巧して設定を終了する。 


リモコンの設定を初期化する 

U モコンに設定されたすベての機能を IJ セット 
して工場出荷時に戻します。 

- AV アンプボタンを}甲しなび6数字ボタンの0 
を3秒間巧し続ける。 


2操作したい機器のマルチコント□ールボタ 
ンを}甲す。 

プ U セツトコードの設定びでさるマルチコント 

□-ルボタンは日 D 、 TV 、 DVR 、 VIDEO のみ 

です。 


◎ メモ 

1テレビ関係のコード（テレビ、 CATV 、 衛星チューナーなど）は TV ボタンにのみ設定することびでさます。 






















〔他機器のリモコン操作 



テレビの操作 

本機の IJ モコンにプ IJ セットコードを入力することで、他機器を操作できるようになります。詳し 
くは r 他機器を操作するための IJ モコン設定について」（己4ページ）をご覧ください。マルチコン 
トロールボタンの TV を選択します。 


1 ボタン 

機能 

機器 1 

テレビコント□—ル 

6 

TV ボタンにプ U セットコード設定した機器の電源を 
入/切します。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 

テレビコント□—ル 
入力 

映像入力を切り換えます（機種によってはでさないをのびあり 
ます)。 

テレビ 

テレビコント□—ル 
チヤンネル+/ — 

チヤンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 

テレビコント ロール 

音量 +/- 

音量を調整します。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 

入力機器。 

テレビや CATV の電源を入/切します。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 

CH + /- 

チヤンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 

ホームメニユー 

番組表を表示します。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 

戻る 

1つ前の画面、設定に戻ります。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 

メニユー 

メニュー画面を選択します。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 

数字ボタン 

チヤンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 

♦ 決定 

メニュー画面操作時に項目の選択、調整をします。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 

地上アナ□グ 
(シフト+ ■■) 

地上アナ□グ放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

地上デジタル 
(シフト +■) 

地上デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

己 S 

(シフト+ ►) 

BS デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

C'S 

(シフト+消音） 

110度 CS デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

表示 

番組情報を表示します。 

CATV / 衛星チューナー 
/テレビ 


■J 

モ 

□ 

ン 




〔他機器のリモコン操作 




他機器の操作 

本機の IJ モコンにプ U セットコードを入力することで、他機器を操作できるようになります。詳し 
くは、「他機器を操作するための IJ モコン設定について」（己4ページ）をご覧ください。プ U セッ 
トコードび入力された機器の 7 ルチコント□ールボ タンを選択します。 


1 ボタン 

機能 

機器 1 

入力機器む 

電源を入/切（スタンバイ）します。 

CD/MD/CD-R/VCR/BD/ 
DVD/LD/DVR プレーヤ ー / 

カセットデッキ 


再生中のトラック/チャプターの先頭に戻ります。続けて押 
すと、前のトラック/チャプターの先頭に戻ります。 

CD/MD/CD-R/BD/DVD/ 
LD/DVR プレーヤー 

►►1 

次のトラック/チャプターの先頭に進みます。続けて押すと、 
さらに次のトラック/チャプターの先頭に進みます。 

CD/MD/CD-R/BD/DVD/ 
LD/DVR プレーヤー 

II 

再生や録音/録画を一時停止します。 

CD/MD/CD-R/VCR/BD/ 
DVD/LD/DVR プレーヤ ー / 

カセットデッキ 

► 

再生を開始します。 

CD/MD/CD-R/VCR/BD/ 
DVD/LD/DVR プレーヤ ー / 

カセットデッキ 

►► 

早送りします。 

CD/MD/CD-R/VCR/BD/ 
DVD/LD/DVR プレーヤ ー / 

カセットデッキ 

◄◄ 

早戻しします。 

CD/MD/CD-R/VCR/BD/ 
DVD/LD/DVR プレーヤ ー / 

カセットデッキ 

■ 

再生を停止します。 

CD/MD/CD-R/VCR/BD/ 
DVD/LD/DVR プレーヤ ー / 

カセットデッキ 

数をボタン 

トラック番号を入力して、トラックを選択します。 

CD/MD/CD-R/VCR/LD プ 
レーヤー 


タイトル、チャプター、トラックなどの番号を入力します。 

目 D/DVD/DVR プレーヤー 

+10 ボタン 

10 じ(上のチャプター/トラックを選ぶとさに使用します（た 
とえば、トラック13を選ぶとき、+10と3を押します)。 

CD/MD/CD-R/BD/DVD/ 
LD/DVR プレーヤー 

ミ夫定 (12) 

ディスクを選択します。 

CD チェンジヤー 


ディスクナビ画面を表示します。 

DVR プレーヤー 


決定 ボタンとして使用します。 

BD/DVD プレーヤー 


再生面を切り換えます。 

LD プレーヤー 

表示 

画面やディスプレイの表示を切り換えます。 

BD/DVD/DVR プレーヤー 

トップメニュー 

トップメニュー画面を表示します。 

巨 D/DVD/LD/DVR プレー 
ヤー 

メ ニユー 

ディスクのメニュー画面を表示します。 

巨 D/DVD/LD/DVR プレー 


ヤー 




t 

一時停止します。 

カセットデッキ 


停止します。 

カセットデッキ 

ミ夫定 

再生を開始します。 

カセットデッキ 

和/今 

早戻し/早送りします。 

カセットデッキ 

和今 ♦♦ / 決定 

メニュー画面/項目を操作します。 

BD/DVD/LD/DVR プレー 
ヤー 

ホームメニュー 

ホームメニュー画面を表示します。 

BD/DVD/DVR プレーヤー 

CH + /- 

チャンネルを選択します。 

VCR/DVR プレーヤー 

HDD 

( シフト + 1) 

HDD/DVD/VCR レコーダーで、八ードディスク操作に切り 
換えます。 

DVR プレーヤー 

DVD 

(シフト + 2) 

HDD/DVD/VCR レコーダーで、 DVD 操作に切り換えます。 

DVR プレーヤー 

VCR 

(シフト + 3) 

HDD/DVD/VCR レコーダーで VCR 操作に切り換えます。 

DVR プレーヤー 

地上アナ□グ 
( シフト + ■■) 

地上アナ□グ放送を選択します。 

DVR プレーヤー 

地上デジタル 
( シフト + ■) 

地上デジタル放送を選択します。 

DVR プレーヤー 

( シフト + ►) 

BS デジタル放送を選択します。 

DVR プレーヤー 


po 

( シフト + 消音 ) 


110 度 cs デジタル放送を選択します。 


DVR プレーヤー 





Toshiba 

201 8 , 201 9 , 
203 已 , 203 7, 

Yamaha 


BD/DVD/DVR 

メーカー/ コード 

Pioneer(BD) 

2000 , 2020 , 2021 
2022, 2023, 2024 
202已，20已已，20已巨 
AIWA 2002 

Denon 

2003, 2004, 200 已 
Hitachi 2013,2014 
JVC 

200 巨， 2007, 2008 
20 已 2. 20 已 3 
Kenwood 2009 

LG 2046 

Marantz 2039, 20 已 4 
Onkyo 

2015, 201 目 ，2017 
Panasonic 

2001,2040, 2041 
2042, 

Samsung 202 氏 2033 
Sanyo 

202 7, 202 8, 2029 
2030 

Sharp 

2010, 2011,2012 
20 已 0, 20 已] 

Sony 

2031, 203 2, 2043 
204 4, 204 已， 2047 
204 8, 2049 


TV 

• 夫一丸一 I コード 
Pion 百 er 

0000, 0019, 0020 
0042, 00 已 3 
AIWA 0013 

Fujitsu 

002 7, 002 8, 0029 
Funai 001 已， 001 目 
Hitachi 

000 巨， 0017, 0030 

00 已 ] ,00 已 4 
JVC 00 3], 0032 
LG 0033 

Mitsubishi 

000 9, 0010, 003 已 
003 巨 

NEC 0011,0012 
Panasonic 

0001, 0002, 00 已 7 

Philips 0018 

Sanyo 

000 8, 003 8, 0039 

SHARP 

0004, 00 已 0, 00 已已 

Sony 

000 3, 003 7, 00 已 2 
00 已巨 

Samsung 

0021,0022, 0023 
002 4, 002 已 , 0026 

Toshiba 

000 已， 004 7, 0048 
0049 

Victor 

000 7, 0040, 0041 

Others 

003 4, 004 3, 0044 
004 已， 004 巨 

byD:si 邑 n 0014 


VIDEO 

メーカー/ コード 

Pioneer 1000,1049 
AIWA 

1036, 1037, 1038 
1039 

Fujitsu 1 048 

FUNAI 1 043 

HITACHI 

1018, 1019, 1020 
1043 

JVC 

]02 已， 102 巨 ，1027 
1028, 1029, 1030 
1031 

Mitsubishi 

1021, 1022, 1023 
1024 

NEC 

1044,104 已 ，] 04 巨 
1047 

Panasonic 

1008, 1009, 1010 
1011,1012 

PHILIPS 1 〇已〇 

SANYO 

1032, 1033, 1034 
]03 已 

SHARP 

1040, 1041, 1042 
] 〇已 3 

SONY 

1001, 1002, 1003 
1004,1 00 已 ，] 00 巨 
1007 

TOSHIBA 

1013, 1014, 101 已 
1016, 1017 
Others ] 〇已 ] ,10 已 2 



メーカーコード U スト 

じ TF のメーカーコードを本機の IJ モコンにプ IJ セツトすることで、その機器を本機の IJ モコンで操 
作することびできるようになります。 

メーカーコードに ある メーカーの プ IJ セツ トコードを すべて呼び出しても、 メーカー や機器に よっ 
ては操作でさなかったり異なるはたらさをすることびあります。 


11 


4 8 6 
3 3 3 
〇 〇 〇 
2 2 2 


Ja 


^ その他 



第 12 章： 

その他 


K 障かな？とおった S 

故障かな？と思ったら1^(下を調べてみてください。意外なミスび故障と思われびちです。また、本 
機(外の原因も考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器もあわせてお 
調べください。 

1^(下の項目を調べても直らなぃとさは、修理を依頼してください。 


1症状 

改善策 1 

ま般 

電源び入らない。 

-電源プラグを抜いて、ちう一度差し込んでください。 

-スピーカーケーブルの芯線び IJ アパネルに接触していないか確認し 
てください。接触していると電源び自動的に切れます。 

-電源び自動的に切れてしまラようなとさは電源プラグを抜いて、パ 
イオニアカスタマーヴポートセンターへご連絡ください（裏表紙参 
照)。 

自動的に電源び切れる。 

•] 分間待ってから電源を入れてみてください。それでち同じ症状び 
繰り返されるとさは電源プラグを抜いて、パイオニアカスタマーヴ 
ポートセンターへご連絡ください（裏表紙参照)。 

入力切換を合わせてち音声 
び出ない。 

-機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「接続」 
(1 1ページ）をご覧ください。 

-消音ボタンを押して、ミュートを解除してください。 

-入力信号の選択び正しいか確認して<ださい。詳し<は「音声入力 
信号を選択する」 （3 己ページ）をご覽ください。 

入力切換を合わせてち映像 
び出ない。 

-機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「接続」 
(1 1ページ）をご覽ください。 

-入力切換ボタンを押して、正しい入力に合わせてください。 

ラジオ受信中に雑音び多い。 

-アンテナを接続して最良な受信位置へ設置してください （19 ペー 
ぐん 

-受信び良好になるようにアンテナケーブルを十分に伸ばして壁に貼 
り付けるなどしてください。 

- FM 屋外アンテナを接続してください。 

-受信び良好になるよラに、アンテナのち向と位置を変えてください。 

• AM 屋外アンテナまたは室内アンテナを接続してください。 

-雑音を生じさせる機器の電源を切るか、または本機から遠ざけてく 
ださい。 

-雑音を生じさせる機器から、アンテナを遠ざけてください。 

放送局び自動的に選ばれない。 

•屋外アンテナを接続してください （19 ページ)。 

サラウンド、サラウンド 
バックまたはセンタース 
ピーカーから音び出ない。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してください （2 日ページ)。 

-「スピーカーの設定を行ラ」 （4 日ページ）をもう一度確認してくだ 
さい。 

. 「スピーカー出カレベルを設定する」 （4] ぺージ）でスピーカーの 
出カレべ J レをもう一度確認してください。 


% 


他 


症状 


改善策 


サブウーファーから音び出-サブウーファーを正し<接続して、電源を入れて<ださい。 

ない。 •サブウーファーに音量調整機能びあれば、ボ U ユームを上げてくだ 

さい。 

-再生しているドルビーデジタルや DTS 信号の中に低音域の LFE 
チヤンネルび含まれていない。 

-サブウーファーの設定を YES または PLUS にしてください。詳し 
くは「スピーカーの設定を行う」 （4 日ページ）をご覽ください。 

- 「LFEATT (LFE アツテネーター)」口7ぺージ）を LFEATTO ま 
たは LFEATT 1 0にしてください。 

カセツトデッキを再生する-雑音び消えるまで、カセツトデッキを本機から離してください。 

と雑音び出る。 


DTS で収録されたソフトを•再生機器のデジタル出カレベルを、最大から中間くらいにしてくだ 
再生してち音び出ない（ま さい。 

たは雑音び出る）。 


DTS フオー マツ ト CD の-故障ではありませんび、スピーカーから雑音び大音量で出力されな 
サーチ中に雑音び聞こえる。いように、 DTS CD のサーチ中は本機の音量を下げてください。 


IJ モコンび操作できない。-電池を交換してください （4 ページ)。 

-フ□ントパネルの IJ モコン受光部から7 m 、 左ち3ぴの範囲で操 
作してくださいに目ぺージ)。 

-障害物を取り除くか、別の場所に移動させてください。 

- IJ モコン信号受光部に強い光び当たらないようにしてください。 

ディスプレイの表示び暗い、- IJ モコンのデイマーボタンを押して、表示部の明るさを選択してく 
または表示されない。 ださい。 


何らかの操作のあと、ディ-操作禁止を意昧します。入力信号や IJ スニングモードによっては選 
スプレイ表示び点滅する。 択できない機能びあります。 


USB 


US 目メモ IJ 一び本機で認識•一度電源を切ってから、再度電源を入れてみてください。 

されない。 - US 目端テに正しく接続されているかどうか確認してください。 

- US 目メモ IJ 一のフ オーマツ トび FAT 1 目または FAT 32 であるか 
どうか確認してください。 FAT ] 2、 NTFS 、 HFS は本機で再生す 
ることびでさません。 

- US 目八ブには対応していません。 


I/U ERR 3 と表示され US 目. 「 US 目メモ U —を再生する」の「重要」（己2ページ）のすベての項 
メモ IJ 一の再生びでさない。目を確認、実行し、それでち I/U ERR 3 び表示されるとさは、パイ 

オニアカスタ マーヴポー トセンターへご連絡ください。 


US 巳メモリーのファイルを-著作権保護のかかった WMA や MPEG-4 AAC のファイルを本機 
再生でさない。 で再生することはでさません（パソコンなどで CD などの音楽デー 

夕を取り込む場合、設定によっては著作権保護びかかることびあり 
ます)。 

-再生しようとしているファイルの圧縮フオーマツトに本機び対応し 
ているかどうか確認してください（己3ぺージ)。 

IJ モコンの►ボタンを押し- IJ モコンび US 目モードになっていません。 iPodUS 己を押して IJ 
てち USB を再生しない。 モコンを USB モードにしてください。 





その他 


1症が 

改善策 1 

HDMI 

映像と音声の両方び出ない。 

-ソース機器の仕様によっては AV アンプを通しての HDMI 接続びで 
きない場合びあります。ソース機器の仕様を確認し、非対応のとさ 
はソース機器と本機をコンポーネントビデオ、コンポジットビデオ 
コードのいずれかで接続して<ださい。 

-本機は HDCP に対応しています。ご使用の機器び HDCP 対応かど 
うかをご確認ください。 HDCP 非対応のときはコンポーネントビデ 
才、コンポジットビデオコードのいずれかで接続してください。 

映像び出ない。 

-ソース機器の設定によっては映像び表示されないビデオフォーマッ 
卜び出力されることびあります。ソース機器の設定を変更するか、 
コンポーネントビデオ、コンポジットビデオコードのいずれかで接 
続してください。 

-ソース機器の映像び影響している可能性びあります。ソース機器の 
解像度設定や Deep Color の設定などを調整してください。 

-映像信号び Deep Colo 「のとき、 HDMI ケーブルび Deep Colo 「に 
対応していないと映像び出ません 。 High Speed HDMI ™ ケーブル 
を使ってください。 

OSD 画面び表示されない。 

-テレビを HDMI で接続している場合は OSD 画面は表示されませ 
ん。コンポーネントビデオ、コンポジットビデオコードのいずれか 
で接続して < ださい。 

音声び出ない、またはとざ 
れる。 

-ソース機器の設定び間違っている可能性びあります。ソース機器を 
正しく設定してください。 

- DVI 機器と接続しているとさは、音声び出ません。別途音声の接続 
を行ってください。 

-オーディオ調整機能の HDMI 設定び 「 THRU 」 になっています。 
「 AMP 」 に設定してください。 

HDMI 巧 編に閱 ずる ごを意 猫箱側1 

本機を経由してソース機器 ( DVD プレーヤーや ソース機器と TV を HDMI ケーブルで直接接続 

ビデオデッキ、セットトップボックスなど）と して< ださい。 

TV ( モニター)を HDMI ケーブルを使って接続 本機とソース機器を音声ケーブルを使って接続 

すると、映像や音声び出力されないことびあり してください。このとさ TV の音量は最小にし 
ます（ソース機器の仕様により、 AV アンプを てください。 

経由して TV に映像や音声を出力でさないこと 
びあります）。このよラなとさは、接続している 
ソース機器のメーカーにお問い合わせください。 

AV アンプを経由して TV に映像や音声を出力 
できないソース機器をそのままお使いになると 
さは、ち記の接続例の方法に変更すると映像や 
音声を出力でさます。 


因メモ 

1- HDMI 入力端テび]系統の TV からは、直接接続したソース機器の映像のみ出力されます。 

-ソース機器によっては、2チャンネル音声しか出力されないことびあります（これは、ソース機器び TV の音声チャン 
ネル数に合わせるためです）。 

-ソース機器を切り換えるとさは、本機と TV の入力を両方切り換えてください。 

- HDMI 端テに入力される映像を TV で見るとさは、 TV の入力を HDMI に切り換えます。このとさ TV の音量は最小 
に調整してください。 













AV 調壁機能 


EQ (アコースティックキヤ U ブレーション EQ) 

ON 


S.DELAY (サウンドディレイ） 

日.日フレーム 


MIDNIGHT (ミッドナィト） 

OFF 

36 

LOUDNESS (ラウドネス） 

S.RTV (サウンドレト IJ バー） 

OFF 


デュアルモノラル 

CHI 


DRC (ダイナミックレンジコント□ール） 

AUTO 


LFEATT ( LFE アッテネーター) 

0 d 巨 


HDMI 

AMP 

37 

A.DLY けートディレイ） 

OFF 

C.WIDTH (センター幅） 

3 


DIMEN . (ディメンション） 

0 


PNRM . (パノラマ） 

OFF 


C.IMG (センターイメージ） 

3 ( NE 0:6 MUS に）/ 

10 ( NE 日: 6 CINEMA ) 

38 

システムセットアップ設定 

スピーカー出カレべ J レ 

日 d 目（補正無し） 

41 

スピーカーまでの距離 

すべて 3. 日 m 

42 

アコースティックキヤ IJ ブレーシヨン EQ 

ON 

33 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

Front : SMALL (ル） 

Center : SMALL (ル） 

Suit SMALL (ル） 

Suit. Back : NO (無し） 

40 

サブウーファー 

YES 馆り） 

40 

ク□スオーバー周波数 

100 Hz 

41 

デジタル入力の設定 

IJ アパネル表記のとおり 

3己 

コンポーネントビデオ入力の設定 

IJ アパネル表記のとおり 

43 

HDMI 入力の設定 

U アパネル表記のとおり 

35 

その化 

入カフアンクシヨン 

BD/DVD 

7、34 

IJ スニングモード 

AUTO SURROUND 

30 

PHASE CONTROL 

ON 

10 

BASS (低音） 

0服 

25 

TREBLE (高音） 

0犯 

スピーカーシステム A/B 

SP^A 

23 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

24 





その他 


音のエチケット 

楽しし宿楽も時と場所によっては気になるもので 
す。隣近所への思いやりを十分にいたしましよラ。 
ステレオの音量は、あなたの必びけ次第で大さ 
くもルさくもなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でも通りやすい 
ちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配り 
ましよう。近所へ音び漏れないように窓を開 
め、お互いにを配り、快い生活環境を守りま 
しぶラ。 


本機を初期化する 

下の手順で、本機のすべての設定を工場出荷 
時の状態に初期化します。初期化はフ□ントパ 
ネルで行います。 

1本機の電源を切る（スタンパイが態にする)。 

2 BAND ボタンを巧しなび6 6 STANDBY / 
ON ボタンを約2秒間巧し続ける。 

3表示部に RESET ? と表示をれた6、 

AUTO SURROUND/STREAM DIRECT ボタ 
ンを巧す。 

表示部に OK ? と表示されます。 

4 STEREO / A 丄 . C . ボタンを巧す。 

表示部に OK と表示され、本機び工場出荷時の 
状態に初期化されたことを示します。 


MPEG -2 AAC にごいて 

MPEG -2 オーディオの標準ち式の一つで、目 S 
デジタルや地上デジタル放送で採用されている 
音声符号化規格です。高圧縮率なびら高音質を 
確保でさる点び特長で、番組内容によりマルチ 
チャンネル設定び可能なフォーマツトです。 

米国におけるパテントナンバー 


08/937,9已〇 

已297 236 

已 84839] 

4,914,7 0] 

己，2911已已7 

己，23己， 67] 

己，4已1，9已4 

07/640,已已〇 

已400 433 

已，己79,430 

己，222，189 

08/678,666 

己，3已7|已94 

98/03037 

已7已2 22已 

97/0287已 

己，394,473 

97/02874 

己，已83,962 

98/03036 

己，274,740 

己，227,788 

己，633,9 8] 

己，28己，498 

己，481，614 

己，490，170 

己，已92,已84 

己，264,846 

己，781，888 

己，268,68已 

08/039,478 

己，37己，189 

08/211，已47 

己，已81，6已4 

己，703,999 

〇已 -18 3,988 

08/已已7,046 

己，已48,已74 

08/894,844 

08/已06,729 

己，299,238 

08/已76,49已 

己，299,239 

己，717,82] 

己，299,240 

08/392,7已6 

己，197,087 
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保証とア フターヴー ビス 


瓶正書側添） 

保証書は、必ず「販売店名-購入日」などの記 
入を確かめて販売店から受け取っていたださ、 
内容をよくお読みのうえ、大切に保管してくだ 
さい。 

巧証巧囲はご P き入曰から1巧囲でず。 


補修用性能部品の保ち期間 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造巧ち 
切り後8年間保有しています。性能部品とはそ 
の製品の機能を維持するために必要な部品です。 


修理に関するご質巧、ご相談 

お買いまめの販売店へご相談-ご依頼ください。 


修埋を依巧をれるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？ 
と思ったら」の項目をご確認ください。 

それでち正常に動作しないとさは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラグを抜いてから、販売店へご依 
頼ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、 
お買い求めの販売店に修理のご依頼びでさない場 
合は、裏表紙のに相談窓□のご案内」-「修理窓 
□のご案内」をご覧になり、修理受付センターに 
ご相談ください。 


■ 連絡していただをたい内容 

-ご住所 
• お名前 
-お電話番号 

-製品名： AV マルチチャンネル-アンプ 
-型番： VSX -819 H 
-お買い上げ曰 

-故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 
-訪問ご希望曰 

-ご自宅までの道順と目標（建物や公園など) 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保 
証書に記載されている当社の保証規定に基づさ 
修理いたします。 

■ 保証期間が過ぎているとをは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望 
により有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記のを意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1 . 一般家庭用切外での使用（例：店舗などにおける 
BGM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないで < ださい。 

3. 八ウ I 」ングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フオンを接続する場合はマイク□フオンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むよラな大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生 
しないで < ださい。 


長年ご使用の AV 機器の点検を! 


愛情点巧 


-電源コードや電源プラグが 




り 

このよラな猫犬は 
あ0ませんか 

異常に熱 < なる。 

•電源コードにさけめやひび 
割れがある。 

•電源が入ったり切れたり 
する。 

•本体から異常な音、熱、臭 
いがずる。 

今 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、ずぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 
セントから巧を、必ず販売店に 
ご相談 < ださい。 


K026_A_Ja 


















ヴー ビス ステー シヨン IJ スト 


反ービス拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（ミ中縄県のちはミ中縄サービスステーション） 

また' 認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


•化海道地区 



受付月〜金日:3□〜18:00 (± •曰-祝-弊社休業曰は除く） 




☆拠点は、±曜も受付 9:30-12:00, 13:00-18:00 (弊社休業曰は除く） 

☆北海道サービスセンター 

FAX 

011-611- 己 694 

〒〇巨 4-0822 

札幌市中央区化 2 条西 20-1-3 クワヴワビル 

旭川サービス認定店 

FAX 

01 巨 6 -已已 -7207 

干 070 -083] 

旭川市旭町]条 1T 目 438-89 

帯広サービス認定店 

FAX 

01 已已 -23-77 已 7 

干 080 -00] 已 

帯広市西 5 条南 28T 目 1-1 

函館サービス認定店 

FAX 

0138 -40 -巨 473 

干 041-08]] 

函館市富岡町 2-18-7 

•ま化地区 



受付ち〜金日:30〜18:00 (± .曰.祝-弊社休業曰は除く） 



☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

☆東北サービスセンター 

FAX 

022 -37 己- 499 巨 

干 981-312] 

仙台市泉区上谷刈 6-10-2 巨 

山形サービス認定店 

FAX 

023- 巨]己- 1 巨 27 

干 990 -0023 

山形市松波 1-8- 17 

郡山サービス認定店 

FAX 

024-99]-74 己巨 

干 9 巨 3 -呂 8 巨] 

郡山市鶴見坦 1 - 日- 2 已クレールァヴ エニュー 伊藤第 2 ビル 1 F D 号 

盛岡サービス認定店 

FAX 

019 -白已己- 7 巨 48 

干 020 -00 己] 

盛岡市下太田下 j II 原 1 已 3-1 

青森サービス認定店 

FAX 

017 -73 己- 2438 

干 030 -082] 

青森市勝田 2-1 日- 10 

八戸サービス認定店 

FAX 

0178 -44-33 己] 

干 03]-0802 

八戸市ル中野 3-1 巨-目 

が;田サービス認定店 

FAX 

018 -8 己 9-740] 

干 0] 0-0802 

が田市州圓 II き梶の目 345-1 

参東京都内 



受付月〜± 9:3□〜18:00 (曰■祝-弊社休業曰は除く） 

世田 g サービスステーション 

FAX 

03-34] 9-4234 

干]已已 -0032 

世田谷区代沢 4-2 已 -9 

化東京サービスステーション 

FAX 

03-3944-7800 

干] 70-0002 

豊島区巣鴨 1 -9-4 第兰义保ビル 1 F 

を摩サービスステーション 

FAX 

042-524-5947 

干] 90-0003 

立川市栄町 4-18-1 エクセル立川] F 


♦ 関ま-甲信越地区 



受付月〜金9:30〜18:00让■曰■祝.弊社休業日は除く） 




☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

☆ま関東サービスセンター 

FAX 

043-207-2 巳已已 

干 2 日 3-00] 4 

千葉市稲毛区作草部町 1369-1 椎の実ノ V イツ 1 F 

松戸サービス認定店 

FAX 

047-340- 己 0 己 2 

干 270-0021 

ネ公戸市小金原 4-9-23 

水戸サービス認定店 

FAX 

029-248-1306 

干 3 10-0844 

水戸巿住吉町 307-4 

つくばサービス認定店 

FAX 

0298 -已 8- 13 巨 9 

干 30 已 -004 已 

つくば市梅園 2-2 -巨 

☆北関まサービスセンター 

FAX 

048 -巨 5 1-8030 

干 331-0812 

さいたま市化区宜原町 1-3] 0-1 

川越サービス認定店 

FAX 

049-233 -日已 81 

干 3 已 0-0804 

川越市下広谷 1 128-1 1 

宇都宮サービス認定店 

FAX 

028 -巨已 7 -己 882 

干 321-0 日] 2 

宇都宮市石井町 3373-1 

群馬サービス認定店 

FAX 

0270 -22- 18 已 9 

干 372-0801 

伊勢崎市宜テ町] 191-17 パヴージュ 808 伊勢崎 101 号 

新潟サービス認定店 

FAX 

02 已 -374 -已 7 已巨 

干 9 已〇 -0982 

新漏市中央区お之内南 1-20-1] 

佐渡サービス指定店横山電機商会 

FAX 

02 已 9 -巨 3-3400 

干 9 己 2-1 209 

佐渡市金井町千種]]己 8-] 

☆南関東サービスセンター 

FAX 

04 已 -943-3788 

干 224-0037 

横お巿都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 

横おサービス認定店 

FAX 

04 己- 348-86 巨 1 

干 240-0043 

横お市保±ヶ谷区坂本町 2 已〇 

ネ申奈…西サービス認定店 

FAX 

04 巨- 23 1-1 209 

干 243-0422 

海を名市中新田 4- 10 -已 3 中山ビル 1F 

兰宅島サービス指定店勝見電機 

FAX 

04994 -6- 1246 

干 100-121 1 

兰宅村大字坪田 

松本サービス認定店 

FAX 

02 巨 3-48-0 己 7 己 

干 390-08 己 2 

お本市大字島立 1 80-5 J くイオニア松本拠点 1 F 

長野サービス認定店 

FAX 

02 巨- 229 -已 2 己 0 

干 380-093 已 

長野巿中御所 1-24 

甲府サービス認定店 

FAX 

〇已已 -228-8003 

干 400-003 已 

甲府市飯田 4-9- 14 


•中部地区 



受付月〜金9:30〜18:00吐■曰-祝.弊社休業日は除く） 




☆拠点は、±曜わ受付9:30〜] 2:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

な 中部サービスセンター 

FAX 

0 己 2 -已 32-1 148 

干 4 已！ -00 目 3 

名ち屋市西区押切 2-8-1 8 

岡崎サービス認定店 

FAX 

〇已 64-33-7080 

干 444-0931 

岡崎市大和町字荒田 36-1 大和ビレッジ B-1 

まサービス認定店 

FAX 

〇已 9-213-67] 2 

〒己 14-0821 

ま市垂水已 22 -已 

岐阜サービス認定店 

FAX 

〇已 8-274 -已 2 已巨 

〒已 00-83 已白 

岐阜巿六条江ま 1-1-3 

静岡サービス認定店 

FAX 

〇已 4-236-40 巨 3 

干 422-8034 

静岡巿駿巧区高お 1-17-1 7 

沼津サービス認定店 

FAX 

〇已已 -9 巨 7-84 已己 

干 410 -0876 

沼ま巿化今沢 12-7 

ミ兵松サービス認定店 

FAX 

〇已 3-422- 1401 

干 430 -09 12 

お松市中区茄子町 3 日日- 1 

金ミ尺サービス認定店 

FAX 

07 巨- 240 -0 已已〇 

干 920-03 巨 2 

金沢市ち府 3-60-1K2 ビル 1F 

冨山サービス認定店 

FAX 

07 巨- 42 己- 3027 

〒白 39-821 1 

富山市二□町 1-7-1 

福井サービス認定店 

FAX 

0776 -27- 17 巨 8 

干 9 10-0001 

福井市大願寺 3 -已-日 















受付月〜金9:30〜18:0日（± ■曰-祝.興社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜を受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社化業曰は除く） 
092-41 2-7460 干81 2-0016 福岡市博多医博を駅南 2- 1 2-3 
0 日 3 -日 41-83 已4干802 -0044 北九州市ル倉北区熊本1 T 目 9-4 植田ビル 1F 
092-4 白 1-1 643 干81吕 -0006 福岡市博多区上牟田2-白 -7 
09己 2-20- 1991干呂 40-020 1佐賀市大す□田 T 大字尼寺2巨呂 8- 1 
0 日 己- 849-460 巨干8己 2-8] 4己長崎市昭和1 T 目] 2-1 0ク U スタル八イツ平野 
09己-33 1-3323 干 862-09] 8熊本市巧立已了目] 4-1 7 
097-己已 1-204 日 干 870-0921 大分市秩原 3-23-1 已曰商ビ J レ] 0] 

098己- 27-3 136 干 880-0821 宜崎市浮城町 98-1 

09日-201 -3803 干 890-004 日鹿児島市西田 3-8-24 ヴニーサイド 2] ] F 


•九州地区 

☆九州サービスセンター 
北九州サービス認定店 
博をサービス認定店 
西九州サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
宮崎サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 


♦沖辉早 受付月〜金 9:30-18:00 化.曰-祝.弊社休業曰は除く） 

ミ中縄サービスステーシヨン TEL 098-879-1910 干901 -21 13浦添市大平 2-2 -目ひろえ八イツ102 

FAX 098-879-1 3巳2 


•関西地区 

☆関西サービスセンター 
大阪南サービス認定店 
ネ申戸サービス認定店 
姫路サービス認定店 
和歌山サービス認定店 
京都サービス認定店 
奈良サービス認定店 
福知山サービス認定店 


受付月〜金日:30〜1 S :00 (± ■曰-祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付9:30〜] 2:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

FAX 0巨-巨3 10-9 120〒已目 4-00 已2吹田市広芝田 T 已-8 

FAX 0722 -7 已 -262 已〒已 93-8322 既市西区津义野町1 -8-1 已□-ズマンション 1F 
FAX 078-2 巨己-0832 〒巨已 1-0093 巧戸巿中央区二宮町1 T 目] 0-1 □-レル兰宜ノースアベニュー1 F 
FAX 0792-已 1- 吕己已日〒日7 1-0224 ク臣路市別所町佐± ] -] 2白 
FAX 0734 -4 巨- 302 巨〒巨 4 1-0021 ネ□歌山市ネ□歌浦ま 3-1-2 已 

FAX 07己-3已 2-2 己 S8 〒巨00 -8322 京都市下京区西洞院通五条東南角ル柳町巳1 3-2 五条义保田ビル 1F 

FAX 0742-3 巨- 87] 3 〒日 30-8] 32奈良市大森西田 J2 ]-2 巨 

FAX 0773-24 -己37己〒日 20-00 已己福ミ□山市德尾新田 T2-74 カマノ、チマンション 


参中国-四国地区 

な中四国サービスセンター 
岡山 サービス 認定店 
松江 サービス 認定店 
福山 サービス 認定店 
鳥取 サービス 認定店 
徳山 サービス 認定店 
高ネ公 サービスステーション 
徳島 サービス 認定店 
高知 サービス 認定店 
松山 サービス 認定店 


FAX 

082-248-9939 

FAX 

08 己- 244-8748 

FAX 

08 已 2-22-7779 

FAX 

0849-31-2791 

FAX 

08 已 7-28-80]1 

FAX 

0834-33 -已 7 已 9 

FAX 

087 -8 己 1-4841 

FAX 

088-白69-白076 

FAX 

088-802-3321 

FAX 

089-911- 已608 


受付月〜金江30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

干 730-0041 広島市中区ル町 2-30 第二有楽ビル 1F 

干700 -097 已岡山市今 8-1 己-21 

〒巨 90-00] 7松江市西ま田4-已 -40 (有）テクピット内 

干 720-0815 福山市野上町 3- 1 2-9 

〒巨 80-0934 鳥取市徳尾 422-2 

干 745-000 日周南市巧富町 3- 11森広事務所 1F 

干 760-0078 高松巿今里町 1-16-1 

干 770-8023 徳島巿勝占町中須 92-1 大松ジョ U 力地下1階103号 
干 780-0051 高巧巿愛を町 3-12- 13晃栄ビル1 F 
干79 1-80] 3お山巿山越已 -12-8 


平成21年2月現在 


記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 










仕様 


才ーディオ部 

実用最大出力 （ JEITA 、] kHz 、] 日〇/〇、6が 

フ□ント . 160 W/CH 

センター . 160 W 

サラウンド . 160 W/CH 

定格出力 

2日 Hz 〜2日 kHz 、0.09 %. 8 Q 

フ□ント . 95 W/CH 

センター . 95 W 

サラウンド . 9已 W/CH 

全高調波歪 .0.06 % (9 日 W 、8 Q ) 

入力端テ（感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 200 mV /47 kQ 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 200 mV /330 Q 

ZONE 2 . 200 mV /1 kHz 

SN 比 （ IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 
LINE 系 . 98 服 

ビデオ部 

信号レベル 

コンポジット . 1 Vp-p (7 己 Q ) 

コンポーネントビデオ ......Y ； 1.0 Vp-p (7 己が 

Cb / Pb , Cr / Pr ， ； 0.7 Vp-p (75 Q ) 
対応最大解像度 

コンポーネントビデオ . 108 Op (1] 2曰 P ) 

チューナー部 

FM チューナー帯域 ...... 76.0 MHz 〜 90.0 MHz 

FM アンテナ . 7日 n 不均衡型 

AM チューナー帯域 ....... 522 kHz - 1629 kHz 

AM アンテナ . ループアンテナ 

デジタル入出力部 

HDMI 端テ . ]9ピン 

HDMI 出力仕様 .5 V 、 100 mA 

US 巨な請テ . USB 2.0 Full Speed ( A タイプ） 

iPod 端テ . USB +コンポジットビデオ 

集中コント□—ル部 

コント□ール（旧）端子 

.03.5 ミニジャック（モノラル） 

旧信号 . High Active (High Level : 2.0 V ) 


電源部-その他 

電源 . AC ] 00 V 、50 Hz /60 Hz 

消費電力 . 265 W 

スタンバイ時 . 0.5 W 

外形寸法（幅 X 高さ X 奥行） 

. 420 mm x 1已8 mm x 347.7 mm 

質量（本体のみ） . 9 kg 

付属品 

セットアップ用マイク . 1 

U モつン . 1 

単4形乾電池（動作確認用） . 2 

AM ループアンテナ . 1 

FM アンテナ . 1 

iPod ケーブル . 1 

保証書 . 1 

取扱説明書（本書） ] 


因メモ 

仕様と外観は改良のため予告な<変更すること 
びあります。 


ドルビーラボラト IJ ーズからの実施権に基づ 
き製造されています。 Dolby 、 ドルビー、 

Pro Logic 、 ダブル D 記号及び AAC □コ'は、 
ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


米国 if 寺言午己4己] 942号、己9已6674号、 

己974380号、己978762号、6226616 
号、6487已3己号、 72] 2872号、 
7333929号、 7392] 9己号、7272已67 
号、または、米国およびその他の国での登録 
済み特許、または特許申請中の実施権に基づ 
さ製造されています。 DTS は DTS 社の登録 
商標であり、また、 DTS の□ゴ、記号、 
DTS-HD および DTS-HD Master Audio は 
DTS 社の商標です。 

©1996-2008 DTS 社不許複製。 








































ま全上のご注意 

•安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

•ご使用の前にこの「安全上のごを意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品には、製品をま全に正 
し < お使いいただき、お客様や他の方への危害や 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろ 
な絵表示をしていまず。その表示と意味は次のよ 
ラになっています。 

内容をよく理解してか5本文をお読みくださし、。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定される 
内容を示していまず。 


給表示の例 

A A 記号は注意（警告を含む）しなけれ 
ばな5ない內容であることを示してい 
ます。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場 
合は感電を意)び描かれていまず。 

Q 記号は禁止(やっ T はいけないこと） 
を示していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左 
図の場合は分解禁止）び描かれていま 
す。 



A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 
人び損害を負ラ可能性び想定される内容、および 
物的損害のみの発生び想定される内容を示して 
いまず。 


處 


• 記号は行動を強制したり指示した 
りずる內容を示していまず。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合 
は電源プラグをコンセントか5掘ブ）び 
描かれています。 


A 警告 


臭笛時の処置 



• 万一煙び出ている、変なにおいや音びす 
るなどの異常状態のまま使用すると火 
>4^ 災-感電の原因となります。すぐに機器 

本体の電源スイッチを切り、必ず電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 
煙び出な<なるのを確認して販売店に修 
理をご依頼ください。お客様による修理 
は危険ですから絶対におやめください。 

• 万一内部に水や異物等び入った場合は、 
まず機器本体の電源スイッチを切り、電 
源プラグをコンセントから抜いて販売店 
にご連絡ください。そのまま使用すると 
义災-感電の原因となります。 


處 


• 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金属物び付着している場合は、電源プ 
ラグを抜いてから乾いた布で取り除いて 
ください。そのまま使用すると义災•感 
電の原因となります。 


(S) 


電源コードの上に重い物をのせたり、 
コードび本機の下敷さにならないように 
してください。また、電源コードび引つ 
張られないよラにしてください。コード 
び傷ついて、义災•感電の原因となりま 
す。コードの上を敷物などで覆ラことに 
より、それに気づかず、重い物をのせて 
しまうことびあります。 


• 万一本機を落としたり、カバーを破損し 
た場合は、機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて 
販売店にご連絡ください。そのまま使用 
すると乂災-感電の原因となります。 


0 


• 放熱をよくするため、他の機器や壁等か 
ら間隔をとり、ラックに入れる場合はす 
さ間をあけてください。また、次のよう 
な使い方で通風孔をふさびないでくださ 
し、。内部に熱びこちり、义災の原因とな 
ることびあります。 


^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

^押し入れなど、風通しの悪い狭いとこ 
ろに押し込む。 

-► じゅラたんやふとんの上に置く。 

-►テーブルク□スなどをかける。 





0 




電源コードを傷つけたり、加工したり、 
無理に曲げたり、ねじったり、引っ張っ 
たり、加熱したりしないでください。 
コードび破損して义災-感電の原因とな 
ります。コードび傷んだら（お線の露 
出、断線など)、販売店に交換をご依頼 
<ださい。 

雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラ 
グには触れないでください。感電の原因 
となります。 


使用方法 


雜 


本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化 
粧品、薬品や水などの入った容器または 
ルさな金属物を置かないでください。こ 
ぼれたり、内部に入った場合、火災■感 
電の原因となります。 

めれた手で（電源）プラグを抜さ差しし 
ないでください。感電の原因となること 
びあります。 


0 


0 


着脱式の電源コード（インレットタイ 
プ）び付属している場合のご注意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他 
の電気製品ではご使用になれません。他 
の電気製品で使用した場合、発熱により 
义災-感電の原因となることびありま 
す。また電源コードは本製品に付属のを 
の！; I 外は使用しないでください。他の電 
源コードを使用した場合、この機器の本 
来の性能び出ないことや、電流容量不足 
による発熱から火災-感電の原因となる 
ことびあります。 

本機の上に火びついたろラそくなどの裸 
乂を置かないでください。义災の原因と 
なります。 


• 電源コードを熱器具に近づけないで<だ 
さい。コードの被覆び溶けて、义災-感 
電の原因となることびあります。 


• テレビ、オーディオ機器、スピーカー等 
に機器を接続する場合は、それぞれの機 
器の取扱説明書をよ<読み、電源を切り、 
説明に従って接続してください。また、 
接続は指定のコードを使用してください。 

• 本機の上に重いちのや外枠からはみ出る 
よラな大さなちのを置かないで<ださい。 
バランスび<ずれて倒れたり、落下して 
けびの原因となることびあります。 


A 注意 


〇 

0 

0 

0 


電源プラグは、コンセントに根元まで確 
実に差し込んで<ださい。差し込みび不 
完全ですと発熱したり、ほこりび付着し 
て乂災の原因となることびあります。ま 
た、電源プラグの刃に触れると感電する 
ことびあります。 

電源プラグは、根元まで差し込んでちゆ 
るみびあるコンセントに接続しないでく 
ださい。発熱して火災の原因となること 
びあります。販売店や電気工事店にコン 
セントの交換を依頼してください。 

ぐらついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないで<ださい。落ち 
たり、倒れたりしてけびの原因となるこ 
とびあります。 

本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、 
湿気あるいはほこりの多い場所に置かな 
いでください。义災-感電の原因となる 
ことびあります。 


A 

0 

Q 

0 

0 
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• 移動させる場合は、電源スイッチを切り 
必ず電源プラグをコンセントから抜き、 
外部の接続コードを外してから、行って 
ください。コードび傷つさ火災-感電の 
原因となることびあります。 

本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないで<ださい。倒れた 
り、落下してけびの原因となることびあ 
ります。重い場合は、持ち運びは2人]^ソ 
上で行ってください。 

0 ® 窓を閉め切った自動車の中や直射曰光び 
当たる場所など、異常に温度び高くなる 
場所に放置しないで<ださい。火災の原 
因となることびあります。 

巧。方法 

0 * 長時間音び歪んだ状態で使わないで<だ 
さい。スピーカーび発熱し、火災の原因 
となることびあります。 


0 ® 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないで 
ください。特にお子様はごを意ください。 
倒れたり、壊れたりしてけびの原因にな 
ることびあります。 

• 旅行などで長期間ご使用にならない時は、 
安全のため必ず電源プラグを]ンセント 
から抜いてください。 

雷池 

0 ® 指定しソ外の電池は使用しないで<ださい。 

また、新しい電池とちい電池を混ぜて使 
用しないで<ださい。電池の破裂、液漏 
れにより、火災-けびや周囲をミち損する 
原因となることびあります。 

電池を機器内に挿入する場合、極性表示 
(プラス (+) マイナス(一 ） の向さ)にミ主意し、 
表示どおりに入れてください。間違える 
と電池の破裂、液漏れにより、火災-け 
びや周囲をミち損する原因となることびあ 
ります。 

0 ® 長時間使用しない時は、電池を取り出し 
ておいて<ださい。電池から液び漏れて 
乂災、けび、周囲をミち損する原因となる 
ことびあります。をし液び漏れた場合 
は、電池ケースについた液をよく拭さ 
取ってから新しい電池を入れてくださ 
し、。また万一、漏れた液び身体についた 
時は、水でよく洗い流してください。 

0 * 電池は加熱したり分解したり、火や水の 
中に入れないでください。電池の破裂、 

液漏れにより、火災、けびの原因となる 
ことびあります。 


巧巧 • 点巧 

己年に一度くらいは内部の掃除を販売店 
などにご相談ください。内部にほこりび 
たまったまま、長い間掃除をしないと乂 
災や故障の原因となることびあります。 
特に湿気の多<なる梅雨期の前に行ラと 
より効果的です。なお、掃除費用につい 
ては販売店などにご相談ください。 

• お手入れの際は安全のために電源プラグ 
をコンセントから抜いて行ってください。 


本機の使用環境温度範囲は已む〜3已む、使用 
環境湿度は8已％!；(下(通風孔び妨げられてい 
ないこと)です。 

風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射曰 
光(または人工の強い光)の当たる場所に設置 
しないで < ださい。 

_ D3-4-2-1-7C Ja 


電源コードについてのミ主意 

電源コードは電源プラグ部を持って取り扱って 
ください。ショートや感電の原因となるため、 
コードを引っ張ってプラグを巧いたり、濡れた 
手で電源コードに触れたりしないでください。 
電源コードを傷つけないため、本機や家具の下 
敷さにならないよラにして<ださい。電源コー 
ドは結び目を作ったり、他のコードと一緒に結 
んだりしないで<ださい。 

電源コードは、踏みつけられないよラに配線し 
てください。破損したコードは乂災や感電を引 
さ起こします。電源コードに破損びないかを定 
期的に確認してください。 

もし破損していたら、お買い上げの販売店へ交 
換を依頼してください。 




さ < いん 

本機を操作するときの主な用語や表示をまとめました。参照ページに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


已日音順 

アコースティックキャリブレーション EQ 


. 33, 36 

圧縮ファイル . 53 

アンテナの接続 . 19 

位相 . 10 

オーディオ調整機能 . 36 

オートサラウンド . 30 

オートディレイ . 37 

ク□スオーバー周波数 . 41 

工場出荷時の設定一覽 . 62 

コンポーネントビデオ . 18 

サウンドディレイ . 36 

サウンドレト U ノ（一 . 33 

サラウンド . 6, 30 

サラウンドバックスピーカー . 21，33 

サービスステーション IJ スト . 65 

システムセットアップ . 39 

仕様 . 67 

初期イヒ . 54, 63 

ステレオ . 32 

スピーカーシステム . 23 

スピーカー出カレベル . 41 

XL —力一の接祝 . 20 

スピーカーの設定 . 40 

スピーカーまでの距離 . 42 

接続コード . 11 

設胃 . 5 

セットアップ用マイク . 7 

センターイメージ . 38 

センター幅 . 37 

ダイナミックレンジコント□ール . 37 

ダイレクト再生 . 32 

他機器の操作 . 日4,已6 

聴感によるスピーカーの設定 . 40 

低 h/S H . 

ディスプレイ . 28 

ディメンション . 37 

テレビの操作 . 已已 

デュアルモノラル . 36 

電源コード . 23, 7日 

入力信号 . 35 


入力に関する設定 . 43 

パノラマ . 38 

ビデオコンバーター . 12 

プ IJ セツトコード . 54 

フ□ント映像入力 . 19 

フ□ント音声入力 . 19 

フ□ントサラウンド-アドバンス . 32 

フ□ントパネル . 27 

へツ K ホン . 27, 3已 

ホームシァ ター . 6 

保証 . 64 

マルチゾーン機能 . 44 

マルチチヤンネルアナ□グ .] 4, 3已 

ミッドナイト . 36 

メーカーコード IJ スト . 己8 

ラウドネス . 36 

ラジオ . 19, 46 

U モコン . 4, 24,曰4 

録画/録音 . 48 





























































アルファベット順 

A.DLY . 37 

ADVANCED SURROUND . 31 

ADV SURR .31 

A.LC .32 

AUTO/DIRECT . 30, 30 

Auto MCACC .7 

BASS/TREBLE .25 

Channel Level .41 

C.IMG .38 

COMPONENT VIDEO .18 

Crossover Network .41 

C.WIDTH .37 

DIMEN .37 

DRC .37 

HDMI .11,37, 61 

Input Assign .43 

iPod .49 

旧レシーバー .23 

LFEATT (LFE アッテネーター） .37 

LOUDNESS .36 

Manual SP Setup .40 

MIDNIGHT .36 

MPEG -2 AAC .63 

MPEG -4 AAC . 已 3 

MULTI ZONE .44 

PHASE CONTROL .10 

PNRM .38 

PRE OUT SURROUND BACK .6, 21 

SB ch 処理 .33 

S.DELAY .36 

Speaker Distance .42 

Speaker Setting .40 

STANDARD .30 

STEREO / A . L.C .32 

UP MIX .34 

US 巨 メモ U — . 己]， 60 

WMA .53 







































く各窓□へのお問い合わせの時のごま意 > 

「0120」で始まる原！フリーコールおよび画。フ IJ - ダイヤルは、 PHS 、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い巧めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請まについて 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1致00、±曜•日曜.祝日9:30〜12:00、13:00〜17:00 (弊社休業日は除く） 

参家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ■ ra 0120-944-222 ■一般電話03— 已4日日一2目8日 

■ファックス 03-3490 — 已7]8 

■インター ネッ トホームぺージ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登攝のご案内-お客様登錶など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラか 
ご確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡くださし、。 


修理についてのご相談窓 □ 

• お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 



受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、 

±曜•日曜•祝日9:30〜12:00、 13:00-17:00 

(弊社休業曰は除 <) 

■電話 

祖 0] 20-已-81028 ■-般電話 

03—已49巨 一 2023 

■ファックス 

函 0] 20-已-81029 


■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair.htinl 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄 ヴー ビス ステーシヨ ン（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜9:30〜1目:00 (±曜-日曜-祝日-弊社休業日は除く） 


■一般電話 

098-879-1910 


■ファックス 

098 -879- 13已2 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

•部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 

部品受ミちセンター 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1致00、±曜9:30〜12:00、13:00〜1致00 (日曜■祝日■弊社休業日は除く） 
mmm 0120-已一8]。9已 国一般電言ま〇己 38-43-1] 6] 

■ファックス 函。0120— 己一 8] 09目 

平成21年2月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V 0 L .030 


JIS C 日1000 -3-2 適合品 


D50-5-10-1 A Ja 


JIS C 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性 
-第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流び 20A け下の機器)」に基づさ、商用電力系統の高調 
波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


_ © 2009パイオニア株式会社_禁無断転載 

パイオニア株式会社 T 153-8654 東京都目黒区目黒 1 T 目4番1号 
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